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懐かしいスナップ写真です 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上川大橋 北アルプスの穂高連峰が遠望できます（2013 年） 

最後となった開会式会場（2014 年） 

開会式に貼られた諏訪湖のポスター （2007 年） 

渋崎なぎさ付近です （2007 年） 

まず、諏訪湖に近づいて見ましょう（2007 年） 

インドの先生 Anjali Sing さん（前列右か
ら 2 人目)も一緒に（1997 年） 
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花里教授、宮原教授と研究室のみなさん(2005 年) 

五味孝司さんのアコーデオン伴奏で合唱会（2005 年）
年） 

岡谷港です、後方には帰りの船がやって来ました（2010 年） 諏訪湖の船に乗れてよかったね（2010 年） 

諏訪湖の水辺整備の象徴 石彫公園（2013 年） 

諏訪湖釜口水門で野外音楽会 （2005 年） 
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諏訪湖チャリテイ・ウォークを支えてくれた人たち 

 

実際に自分の足で歩き、自分の目で確かめるから諏訪湖浄化を考えようと、諏訪湖チャリティ

ー・ウォークは、平成２年（1990年）から始められました。諏訪湖の現状を見ることにより、環

境問題に対する啓発、意識の向上を図ることが目的で、主催：JALT（全国語学教育学会・信州支

部）共催：諏訪湖クラブ（元「諏訪環境まちづくり懇談会」）により開催されました。チャリテ

ィーという名称は、当初、参加者は歩いた距離に比例して環境基金の寄付を行ったことによりま

すが、その後は自由意思による寄付のみで開催してきています。 

ウォーキングの内容は、湖周を半周しての観察、船上から（帰途は遊覧船で横断）の観察、諏

訪湖に関係するフォーラム（昼食後）の開催の三本立てで行ってきました。 

このウォークの特徴は、住民、行政一体（一般市民、信州大学教員・学生・院生、諏訪建設事

務所職員、JALT会員）で全てをボランティアとして行われてきたことにあります。また、外国人

との国際交流も趣旨の一つであり、ＪＡＬＴ外国人会員や他の外国人の参加も呼びかけたことか

ら、開会式等、プログラム展開はできるだけ日英のバイリンガルで行われました。 

初期の目的である環境意識も向上し、多くの団体、個人によるウォーキング活動の日常化にも

繋がったことから、当会の活動は平成26年（2014年）第25回をもって閉じることにしました。 

 

 

主 催： 全国語学教育学会(ＪＡＬＴ)信州支部 （1999 年に諏訪支部より信州支部に名称変更） 

共 催： 諏訪環境まちづくり懇談会（2007 年発展的解散：諏訪湖クラブ設立） 

     諏訪湖クラブ（第 19回より） 

趣 旨： 国際交流と環境問題への意識の高揚をめざす（諏訪湖周を歩いて観察） 

協 力： 長野県諏訪建設事務所 

     信州大学山岳科学総合研究所（元臨湖実験所） 

後 援： 市民新聞グループ（7紙）（第 1回より） 諏訪６市町村（第 1回）  

     信濃毎日新聞社（第 10 回より） 

     ＡＮＰＩＥ（長野県国際交流推進協会） 

     諏訪市教育委員会（第 15回より） 

     岡谷市教育委員会（第 17回より） 

     下諏訪町教育委員会（同上） 

     諏訪東京理科大学（第 17回より） 

     岡谷市下浜区（第 19回より） 

 

 

チャリティー・ウォークを支えてくれた人たちの紹介 

 

   【共催】 

〇「諏訪環境まちづくり懇談会」 

第 1回（平成 2年）～第 14 回（平成 15年） 

  歴代会長 藤原 正男、飯田 実、有賀 裕、沖野 外輝夫各氏 

1989 年 5月に諏訪市で開かれた「日独環境まちづくりセミナー」がきっかけで

発足した。諏訪湖の浄化を中心に取り組み、街づくり地図の作成、自然環境や都

市環境の改善に関する取り組みを行ってきました。沖野外輝夫氏が平成7年(1997

年)に自治大臣賞、環境庁の水環境賞を受賞しました。 
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「諏訪湖クラブ」  

第 18 回（平成 19 年）～ 

会長 沖野外輝夫 （信州大学名誉教授）を中心に、「信州ネット SUWA」に参

加するなど、諏訪湖周辺の環境・自然エネルギーに関わる問題などに取り組んで

います。 

設立趣旨 

諏訪圏域には、地域の環境保全を指向する沢山の団体が、それぞれの特性を活

かした活動を行い、様々な試みがなされています。その結果、諏訪湖の浄化も未

だ十分とは言えませんが、以前と比べれば目に見える形で進行しています。  

これら多くの団体の活動を大きな力として結集し、それぞれの活動内容を相互

に情報交換する場を創生し、諏訪湖を核とする諏訪圏域の環境保全をさらにより

良い形で推進・維持していくこと―環境を保全した持続的な経済的発展が可能な

地域づくり―をめざす、シンク・アンド・ドゥを実践する団体として『諏訪湖ク

ラブ』を設立しました。  

    

   【協力】 

〇沖野 外輝夫 （理学博士） 

信州大学 名誉教授（元理学部長） 応用生態工学会長野 会長, 環境科学会 名

誉会員、日本陸水学会 名誉会員、長野県内水面漁場管理委員会前会長 

専門は、生態学、陸水学、環境科学 

平成１５年～諏訪環境まちづくり懇談会第３・５代会長、平成１９年～諏訪湖ク

ラブ会長、平成２３年～信州ネット SUWA 運営委員長、平成２３年～諏訪市環境

審議会 会長 

 

〇信州大学山岳科学総合研究所（旧信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所） 

 沖野外輝夫、花里孝幸、宮原裕一先生及び学部学生、院生、研究生が参加者に

普段取り組んでいるテーマの紹介や専門的な質問に答えるなどして学習の場を

提供しています。 

  花里孝幸教授 

湖沼の微小動物の個体群動態、水生生物群集の構造と機能、生物間相互作用、

生物多様性、有害化学物質の生態系影響評価、バイオマニピュレーション、環境

ストレス(温暖化などの生態系影響）などをテーマに取り組んでいます。 

  宮原裕一教授 

大気・水圏における自然現象や人間活動の影響を研究対象としており、化学物

質の挙動と生物作用に関して、野外調査と室内実験を行い、その解明を試みてい

ます。最近はイケチョウガイによる淡水真珠養殖を目的とした基礎研究にも取り

組んでいます。 

 

〇長野県諏訪建設事務所 

諏訪湖の管理者としての立場から、釜口水門の管理を通して、諏訪湖の治水や、

周辺の環境に配慮した諏訪湖のなぎさ整備など行っています。チャリティー・ウ

ォークに対しては、会場などの相談を受けたり、事前の調整など行いました。ま

た、歴代建設事務所長が参加し、あいさつや、諏訪湖の浄化の取り組みなどの紹

介を行ってきました。 
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諏訪湖チャリティー・ウォークの想い出 

 

継続は力＆宝なり                 諏訪市 金子 田美      …p12 

ウォーキング事始め-諏訪湖チャリティー・ウォーク  諏訪市 沖野 外輝夫    …p13 

第１回諏訪湖チャリティー・ウォークから      伊那市 田畑 静夫     …p14 

新たな意識へ                   岡谷市 有賀 メアリー   …p15 

みなさんありがとう                岡谷市 小林 茂      …p16 

諏訪湖チャリティー・ウォークに参加して      松本市 フレッド・カルース …p17 

泳げる諏訪湖をめざして              長野市 平澤 幸雄     …p18 

諏訪湖チャリティー・ウォークの想い出       伊那市 北原 正義     …p21 

諏訪湖チャリティー・ウォークの想い出       諏訪市 八幡 義雄     …p23 

チャリティー・ウォークと諏訪湖の想い出      諏訪市 河西 明彦     …p24 

諏訪湖チャリティー・ウォークに参加して      諏訪市 田代 幸雄     …p25 

チャリティー・ウォークの思い出          越谷市 桝沼 綾乃     …p26 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

諏訪湖湖畔の散策路（岡谷市） 
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                「継続は力＆宝なり」 

                    ＪＡＬＴ信州 諏訪湖チャリティー・ウォーク委員 

                            諏訪湖クラブ副会長 

                            諏訪市 金子 田美 

 諏訪湖チャリティー・ウォークの開催計画をたてた時、ＪＡＬＴ本部は反対しました。この行

事はＪＡＬＴ本来の趣旨に反する、語学教育団体がなぜ諏訪湖浄化や環境問題に関わる必要があ

るのか、そんな行事に多額の費用支出を認めることはできないと。最終的には納得してもらえた

わけですが、説得には結構大変だった印象があります。 

 今でこそ英語の教科書の内容に環境問題を取り上げることは必須となっています。でも 25年前

は皆無でした。そんな中、ＪＡＬＴ信州（当時はＪＡＬＴ諏訪）は子供たちへの環境教育の大切

さにいち早く着目。それが諏訪湖チャリティー・ウォークを 25回継続するまでの原動力だったの

だと思います。実際、ＪＡＬＴ会員や皆様のご理解とご協力で、家族ぐるみの参加が増え、子供

たちの姿が年々多く見られるようになり私たちを喜ばせてくれました。 

 「官民産学」が一致協力してできた行事として諏訪湖チャリティー・ウォークはかなり画期的

なものだと思います。市民新聞前社長故薩摩 正様やまち懇初代会長の故藤原 正男様たちが大賛

成をしてくださったことに始まり、信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所(現山岳科学総合研究所）

所長の沖野 外輝夫先生（現信州大学名誉教授）が当初から講師をしてくださり、歴代の諏訪建設

事務所長様たちも共働者として入っていただけてきました。小さな湧き水がいつか大きな裾野に

広がっていくように共働者の繋がりが広がっていきました。25年の流れの中でどれほどの方々が

関わり、協力してきてくださったことでしょう。何千人もの人が集まるような派手な行事ではあ

りませんが、毎回、人々の善意で成り立ってきた手づくりの行事だったと思います。恒例として

くださっていた参加者を始め、数え切れない方々が物心両面でボランティアで協力してきてくだ

さったお陰です。主催者の一人として「感謝」の一言につきます。 

 期せずして四半世紀の歴史をつづった諏訪湖チャリティー・ウォーク、あらためて「継続は力

なり」を実感します。そして多くの人々との繋がり、それは今の私にとって宝となっています。

まさに「継続は力のみならず宝なり」です。 
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ウォーキング事始めー諏訪湖チャリティー・ウォーク 

諏訪市 沖野 外輝夫 

 

 最近の諏訪湖周はずいぶんと歩きやすくなりました。事実、歩いている人を多く見かける風景

は今の諏訪湖にとっては当たり前の景色となっています。これは諏訪湖チャリティー・ウォーク

25 年のソフト面での成果と言って良いのではないでしょうか。 

私が昭和 48 年に信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所に赴任した当時は湖周を歩こうと考える

人はほとんど居ませんでした。と言うよりも歩ける状態には無かったと言っても過言では無かっ

たでしょう。何しろ当時の諏訪湖は日本一汚染している湖として有名でしたから、地元ですら漁

業を生業としている人以外はわざわざ諏訪湖に足を運ぶことはありませんでした。観光船は運航

していましたが、岸から眺めている人は抹茶の中を緑の波を蹴立てて進む姿にびっくりしていま

した。 

それでも諏訪湖浄化対策が行政の手で徐々に進行し、環境に対する住民の関心もようやく高ま

り始めたのが昭和の終わりから年号の変わった平成の時代にかけてです。当時環境庁では「親水」

という用語の浸透に環境改善への手がかりをつけようと取り組んでいました。まずは周囲にある

環境を直接観察し、全国的に「環境地図作り」が進められたのもこの頃でした。地図を作るには

伊能忠敬ではありませんが自ら歩いて足下を観察し、周辺の有り様を観察することが必要です。

ウォーキングよりもまずはウォッチングです。諏訪湖浄化も湖周を歩いて初めて諏訪湖の実情を

知り、何が必要かを考えることができます。その結果をもとにして住民が希望する工事を行政に

提言し、実現するよう要望することが環境改善には必要です。 

諏訪湖浄化を目指して活動をしていた「諏訪環境まちづくり懇談会」ではその手始めとして「諏

訪湖周ウォッチング」を企画しました。平成 2年 5月 6日（日）の開催で、集合時間は午前 10時、

集合場所は諏訪湖畔石彫公園 D51 機関車前でした。予定コースは諏訪湖畔公園→下諏訪湖畔ジョ

ギング道路→赤砂→徒歩の人はここから遊覧船で上諏訪へ。自転車の人はさらに諏訪湖を一周、

12 時頃に諏訪湖畔野外劇場に集合し、昼食と話し合い、13時半解散、というスケジュールでした。

ウォッチングの目標は参加者それぞれが「砂浜をどこに造るか考えよう、湖畔の良い景観、良く

ない景観を発見しよう、そんな景観をカメラに収めよう」を実践することでした。当時は下諏訪

高木地区に唯一のジョギング・ロードがあるだけで、参加者は自動車道路を歩いたり、湖畔から

離れて迂回したり、危険と隣り合わせのウォーキング事始めでした。もちろん今のように各所に

トイレは無く、湖畔には日よけになる木立も少なく、炎天下の難行だったことを思い出します。 

このことがきっかけとなり、四半世紀も続く諏訪湖チャリティー・ウォークにつながったこと、

今ではトイレも日陰もある諏訪湖周道路が多くの人に快適に利用されていることを思うと感無量

です。最初のウォッチングの実行委員長を務められた有賀 裕氏も草場の陰でさぞや驚いているの

ではないでしょうか。また、実際に工事を担当された行政関係の方々にとってはやっかいな活動

でもあったのではないでしょうか。それにもかかわらずできあがった諏訪湖の湖畔は住民と行政

の合作として日本一と誇らしく思っています。 
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第 1 回諏訪湖チャリティー・ウォークから 

1990～1991 ＪＡＬＴ諏訪支部長   

伊那市 田畑 静夫 

 

1990 年 5月 27日に、第 1回の諏訪湖チャリティー・ウォークが行われました。既に 25 年が経

過しています。節目を迎えた今年、このイベントの趣旨が完了して一つの歴史の幕が閉じるのか

と思うと感慨深いものがあります。 

その年初め全国語学教育学会ＪＡＬＴ諏訪支部は、役員さんと相談する中で諏訪湖の環境保全

について語学教師の立場から何かできることはないかと話題になりました。諏訪湖をきれいにし

たいという願いの実現に向けて一歩踏み出す「チャリティー・ウォーク（一步）」を立ち上げよう

という理想を持ちました。当時、世界の最大関心事は地球環境をいかに守るかということでした。 

 

さて進めるにあたって、理想は高くとも具体にかけ

る語学教師にとって、このように大きなイベントが実

際できるかどうか半信半疑でした。 

「事故があったときの、救急体制はどうすればよい

か。」「看板の用意、チェックポイントはどうすればよ

いか。」「道路許可はとらなきゃいけないのか。」「募金

もどの場所で、どのように集約したらよいか。」実は

これらのことがどのような結論になったのか支部長

であった私は現在十分把握していないのですが、全員

の力が結集した結果滞りなく進められたという印象

はありました。 

諏訪の温泉旅館の老舗「ぬのはん」の藤原 正男さんらが中心となって立ち上げた「諏訪まちづ

くり懇談会」から全面的なバックアップをいただけることになり、集まった寄付金は全てそこに

お届けしようという方針になりました。当時、この地域は諏訪湖を重要な環境や観光資源ととら

えているものの、関係全市町村を通じた包括的な取り組みや組織化は十分出来ていないと考えま

した。関係する全ての市町村の支援を取り付けなければこのイベントは成功しないと考え、全市

町村の首長さんまたは関係される方々にアポをとってＪＡＬＴのスタッフが面談し、支援をいた

だいていきました。チャリティー・ウォークの開会式に、全市町村からご来賓としてご参加をい

ただいたことに感激しました。また市民新聞グループの薩摩林正さんから絶大なご支援をいただ

き、当日にこぎつけることができました。信州大学の沖野先生に最後のゴールのところで、諏訪

湖の保全についての講話をお伺いすることができました。 

 

参加者数が多かったこと、たくさんのゴミを集められたこと、諏訪湖の環境に対する意識を高

められたこと等、第 1 回のイベントは大成功になりました。理想に燃え、自分たちの願いが届く

のを祈って邁進できたのも、このイベントを陰に日向に支えてくださった数多くの皆様、ご参加

いただいた多くの皆様方があったればこそと今もって感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

当時の市民新聞の宣伝記事から 
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新たな意識へ 

岡谷市 有賀 メアリー 

 

昭和 53 年、初めて諏訪地方を訪ねた時、空気やお水が東京よりずっとおいしいと思いました。

諏訪湖で泳ぐのも楽しみにしていました。しかし、いったん湖を近くから見たら、あんなコンク

リートの岸、濁った水では泳げないなと思いました。昭和 54 年に結婚し、59 年、西ドイツから諏

訪地方に帰ってきてから毎日長男を連れて近所を歩き回りました。側溝を流れるいろんな色、匂

いをした液体を見て大変悲しい思いをしました。さらに、その液体は全て諏訪湖へと流れている

のでした。 

せっかくこんなにきれいな山に囲まれているのに、こんな人工的な湖なんて！どうか、このコ

ンクリートや汚い水が消えるよう強く願っていましたが、それは無理であろうとも思っていまし

た。しかし、少なくとも、意識を高めるためには何かが出来るのではないかという小さな希望が

ありました。 

ある日、東京で行われた「グリーンウォーク」について新聞で読みました。参加者は環境に対

する意識を高めるために山手線を一周歩きます。緑化のために歩いた一キロ当たりある金額を募

ることになっていました。「これだ！」と思い「諏訪湖はこんなイベントにはちょうどいい大きさ

だな！」とピンと来ました。 

ちょうどそのころ信州大学の飯田実先生にめぐり合いました。彼に勧められて諏訪まちづくり

懇談会（「まち懇」）に喜んで入会しました。環境問題、諏訪湖周辺のことを学び、改善を考える

ことに対して興味を持つ方々と出会うことが出来、大変あり難いことでした。 

ある日、飯田先生が「諏訪湖ウォーキング」という企画について話されました。まち懇のメン

バーは諏訪湖を自転車で、あるいは歩いて回ります。先生にとって、湖をちゃんと観察するため

にはゆっくり進んで行くことが大事でした。これを受けて、諏訪湖をみんなで歩くという私が考

えていた企画を話し、まち懇と私が入っていた全国語学教育学会（JALT）諏訪支部とで一緒に出

来ないかと思いました。 

こうして諏訪湖チャリティー・ウォークが生まれました。当初は「環境改善」という考えがあ

まり聞きなれていなかったため、JALT 本部に説明するのが困難でした。しかも、ちゃんとした歩

道がなく、湖の周りを歩くのが難しく、場所によっては多少危険でした。幸い、まち懇をはじめ、

マスコミ、JALT 本部、当学会の役員など多くの方々の理解と努力のおかげで諏訪湖を一周歩いた

第一回のウォークに大勢の方々に参加していただきました。それ以来、だんだんコンクリートの

壁が消え、湖の周りに素敵なジョッギングロードが出来、水の質が良くなりつつあります。年毎

に湖について学びたい、関心のある方々、特に子供達が増えてきているようです。ようやく私た

ちは愛しい諏訪湖との関係はどうあるべきかを深く考えられる意識にたどり着けたのです。 
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みなさんありがとう 

JALT 信州支部 

岡谷市 小林 茂 

 

今、チャリティー・ウォーク 25年を振り返ると、スタート直前後のことが鮮やかによみがえる。

当時の JALT 諏訪支部長の田畑 静夫(伊那市在住)、倉下 直(飯田市在住)役員等が我が塾(下諏訪)

に泊まり、翌日の第一回開会に備えたことなど懐かしく思い出される。 

当日は晴天、鳩が飛び、マーチングバンドが湖畔に響いた。ヨットハーバーのゴール地点では、

まち懇の松井 宏次氏（当時亀源社長）が番をしていた。第 1回（1990）は諏訪湖一周であったが、

第 2 回からは半周とし、野外音楽堂で開会後、遊覧船にて釜口水門へ、そこから左右に分かれて

出発点に歩いて戻った。それ故か、足腰の弱い人や特に、小さな子供たちの参加が増加した。第 6

回（1995）からは、逆となり、まず上諏訪より左右に分かれて歩き、釜口水門で落ち合い、昼食・

フォーラム後ボートに乗って出発点に戻るパターンが定着した。 

今は親水工事で見違えるようになったが、25年前は湖周全体がほとんどコンクリートに覆われ、

ゴミや汚物が散乱していた。但し、赤砂先岡谷側などは未整備であったためか緑が多く、鳥の声

がいやに賑やかだった。その後の変遷はご存じのとおりであるが、初期の目標の一つであった“泳

げる諏訪湖”は、昔と比較にはならないが、文明の進んだ今としてはこれ以上無理か。 

細かく書くと報告が何万字にもなるが、私個人にとっては広く知己を得た上、自己啓発の場と

なった。小さな子供たちからお年寄りまで、そして信州大学の学生さんも加わるようになり、フ

ォーラムの後には何らかの音楽があり、学術的雰囲気が漂う、それでいて気の安まる楽しいイベ

ントだった。 

当初は予想しなかったが、屋外行事にもかかわらずこの様に長く、そして一度も中断すること

なく続いたのは、関係各位の理解と協力があったからに他ならない。既に他界された方が何名も

いるが、詩人の尾崎 喜八が言う、諏訪湖上空の丸い青空より楽しげに見守ってくれているのでは

ないかと思うと心強い。 

現在、どの国語や英語の教科書を開いても環境問題を扱っていないものは皆無といってよいが、

最初は当の JALT 本部から開催に異議が出されたことを考えると４半世紀を経た今、隔世の感があ

る。しかし、油断はならない。このチャリティー・ウォークの精神だけはぜひ次世代にも引き継

いでゆきたいものである。 

最後に、有賀 メアリー、金子 田美（両名とも JALT 諏訪支部役員―当時）、沖野 外輝夫氏（信

州大学理学部長―当時）無くしてはあり得なかったと付け加えたい。また、信州大学山地水環境

教育研究センター、長野県諏訪建設事務所、諏訪湖クラブ、マスコミ（特に市民新聞グル－プ及

び信濃毎日新聞社）関係各位には深甚なる謝意を表す。 

 参加して頂いた皆さん、応援して頂いた皆さん、協力して頂いた皆さん、長い間ありがとうご

ざいました。 
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Fred Carruth 

 

It was my pleasure to participate in the Lake Suwa Charity Walk.  I always 

enjoyed walking around the lake with friends, both old and new.  It was so 

nice to see lots of people, including children, taking part in an event to 

raise awareness of the environmental health of this precious lake. 

 

Now, the lake is so much cleaner than it was!  I like to think that these 

walks around the lake contributed to that happy outcome. 

 

My only regret is that my Japanese is not good enough to understand the 

lectures, so kindly prepared and delivered by expert researchers who studied 

the lake.  However, I know that I am in a small minority, and am sure that 

most people learned a lot. 

 

Thank you for 25 years of dedication! 

 

 

松本市 フレッド・カルース  

 

諏訪湖チャリティー・ウォークに参加できたことは私にとってとても喜ばしいことでした。 い

つも友達と、旧い人や新しい人と、一緒に湖の周りを歩くのが楽しかったです。この大事な諏訪

湖の環境をよくすることを気づかせるイベントに子供たちを含む多くの人々が参加していること

が分かり本当にすばらしいと思いました。 

 

今湖は以前よりずっときれいになっています。私たちの諏訪湖チャリティー・ウォークがこの良

い結果に貢献していると思うと嬉しいです。 

 

一つ残念なことは私の日本語が貧しいために、せっかく準備してくださっていた湖の研究者の皆

さんのお話を十分に理解することができなかったことです。しかしながら、私のような者はごく

少数でしょう。多くのほとんどの皆さんがたくさんのことを学ばれたことと思います。 

 

25年間ご協力ご援助ありがとうございました！ 
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泳げる諏訪湖をめざして 「自然との共生」工事の紹介  

                                長野市 平澤 幸雄 

   

私は、平成 4 年～5 年の 2 年間諏訪建設事務所長として勤務しました。管内各地で実施した土木

関連工事の中で諏訪湖周辺で実施した工事を思い出し記してみたいと思います。 

「人間が汚してしまった諏訪湖を元の美しい湖によみがえらせるのも人間の責任である」その為

には建設事務所として何をするべきか？ そのような考えから湖周に係る仕事に着手しました。ま

ず、その地域の仕事を実施するには「地域から学ぶ」ことが重要と考えました。地域特性･自然条

件･歴史･文化などを知り、地元の各種団体の意見を聞く、特に諏訪湖を中心とした地質構造と、土

木部の技術者にとっては専門外の諏訪湖に生息する魚介類･野鳥類･水生植物などについて、沖野先

生など専門家の方々に講師を御願いして、建設事務所職員･測量設計業者･建設業者などと研修会で

共に学び、そのことを基本に諏訪湖に適した土木工法を職員と検討し、現場で具体的に実施するこ

とができました。 

当時は、建設業のイメージアップを図る時代的な大きな流れの中で、すべての工事が実施されて

いて、そのことも大いに背中を押してくれ現場を推進することができました。 

私は、わずか 2 年間の勤務でしたが、優秀な職員と諏訪地域の様々な関係者の皆様の協力と、ご

支援のおかげで、後世に残る仕事の口火を切り、パイオニア的な仕事にかかれたことを心から感謝

をしています。そのベースはドイツに行き、10日間湖水で学んだことが基本となっています。諏訪

湖の周辺各地で実施した、自然との共生工事の一つ「人工なぎさ」は、それぞれの地域特性を考慮

し「人と野鳥･魚類との共生」「人が湖とふれあう渚」などを目的に達成しました。その後、目的別

に湖の後背地の土地利用を踏まえ、８つのマスタープラン・ゾーニングが行われ整備されています。

当時も今でも「人工なぎさ」はあくまでも「試験地」であると思っています。造成から 30 年～50年

経過を追跡調査観察し、今後の人々がどのような諏訪湖を望むのか？その方向付けをするための

「試験地」であり、最終的な工法では無いと思っています。 

諏訪湖の「核」にあくまでも「治水」を据えて、人の生命と財産を守ることを忘れてはなりませ

ん。ここに、平成 4 年～5 年に実施した諏訪湖周辺の諏訪湖浄化をベースに泳げる諏訪湖を目指し

た工事を紹介しウォーキング･散策･ドライブ等をする皆さんにチラッと見て頂けたら幸せです。 

 

 

諏訪湖の水辺整備計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○再自然化工事の実施箇所「人と鳥類･魚類との共生」  

 

１．人工なぎさ「渋崎工区」 諏訪市渋崎 

既存のコンクリート波返しを盛り土し、水際にマコモ 

やヨシを植栽し、カラマツ丸太材で杭打ち工を実施、 

土砂流出防止を図り水際に寄せ石を行い、野鳥、魚類、 

昆虫などが寄りつくよう配慮しました。 

２．人工なぎさ「高浜工区」 下諏訪町赤彦記念館前 

８つのマスタープラン・ゾーニング 

 

渋崎工区 
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幅約 10ｍにわたり盛り土を行い、全面水際にカラマツ丸太材で木枠を組み木工沈床を施

工、ヨシ、マコモ、ヤナギを植栽しました。木製の見学ステージを作り、状況を観られるよ

う配慮しました。この場所は、釣り人が集まる場所でもあり、施工後は木工沈床の上で釣り

糸をたれる人が楽しんでくれ、カルガモ、サギ等の野鳥が集まってくれてうれしかった。 

 

３．ヨシ原による浄化実験場  諏訪市豊田終末処理場前（現在はビオトープになっている） 

ヨシ原を造成し、諏訪湖水の浄化効果を調査。水路延長 1400ｍ、水路幅 2.5ｍ、面積 3500

ｍ２にヨシ 12 万本を移植、5 日間で水路を通過させる当時の臨湖試験所の信大沖野外輝夫先

生に調査を委託し、ヨシによるチッ素、リンの吸収浄化効果、水温、pH、水中溶存酸素、ＣＯ

Ｄ等を追跡調査する。処理場ポンプ上屋上を利用し、説明パネルを設置し、見学場所を整備

しました。 

 

４．人工なぎさ「ふれあいなぎさ」 諏訪市石彫公園前 

「人が湖とふれあうなぎさ」として造成。諏訪建設事務所と諏訪市建設部職員を対象に設

計コンペを行い 40提案の中から、八幡 義雄さんの作品が最優秀賞に決まり、他の提案者の

優れた部分も取り入れて施工しました。延長 120ｍ、幅

40ｍ、面積 2000ｍ２でヘドロを浚渫し、なだらかに盛り土

し、石彫公園側は張り芝、ミニ諏訪湖（中に噴水）ここ

から巨石水路（天竜川）、水際までは玉砂利敷、浸食防

止のために水際には巨石の置き石工を実施しました。竣

工後は、花火大会を始め各種の行事に利用されており

「人と湖のふれあい」の場として初期の目的が達成され

ていることは大変うれしく思っています。 

なお、諏訪湖ふれあいなぎさは 1996 年 7 月 20 日、海

の日に「日本の渚百選」に選ばれました。 

 

５．人工なぎさ「下浜工区」 岡谷市下浜湖畔公園湖水側 

釜口水門近くに「人とのふれあい」を目的にコンクリートの波返しを土砂で覆う、湖畔公

園として一体化させ、玉砂利を敷き、訪れる人が諏訪湖と親しめる水辺空間を創造すること

ができました。 

 

６．武井田川、鴨池川で水辺植物帯を設ける護岸工事の実施 

諏訪市豊田終末処理場を挟む両河川で、かつては「渋のエゴ」と呼ばれたことから両河川

の水際に木杭を打ち込み、巨石を積んだ護岸工を設置し、親水性を配慮したアヤメなどを植

え小公園化としました。 

 

７．中門川に多自然型護岸工事実施  諏訪市中門川 

    木杭を打ち込み、巨石を積み護岸工とし、親水性を配慮してアヤメ等を植え小公園化しま

した。 

 
○諏訪湖と「景観がマッチした関連工事」の実施箇所 
  1．諏訪湖に趣・6橋めぐり 
    諏訪市渋崎～豊田間(さざ波ロード)に建設する６つの橋に、諏訪湖と橋とマッチさせ自

然をテーマにしたイメージを橋の欄干等に表現したり、一部の橋にはバルコニーを設置し、

ジョギング・散策・人々の出会い・イベント・休憩の空間となるように計画しました。 

・六斗川橋…………「諏訪湖をわたる風」をイメージし欄干に表現しました。 

・宮川橋……………「太陽」をイメージし欄干に表現しました。 

・武井田川橋………水生植物の「マコモ」をイメージしデザインしました。 

・鴨池川橋…………「水面の波紋」をイメージし欄干に表現しました。 

・新川橋……………「カモの親子連れ」を欄干に表現しました。 

・反の木川…………「星」をイメージし欄干に表現しました。 

「日本の渚百選」記念碑 
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    これらの提案は、1日所長にお願いした、諏訪・岡谷両警察署と安協の女性の方々に選定

をお願いしたものでした。 

 

   

 

 

 

 

 

         新川橋            武井田川橋            宮川橋 

 

２．灯篭型水位局設置 

     諏訪湖の水位測定局。衣の渡水位局の小屋型が古く、建て替えが必要となり、湖周辺の

景観との調和を基本に置き、職員コンペの結果、牛山さん提案の灯篭型水位局を剪定し建

設しました。 

 

  ３．湖周線開通式「すわこマラソン同日」  諏訪市上川大橋～有賀の県道まで 

     延長 2.7ｋｍ 幅 12～24ｍの街路が完成し、竣工式が行われた。歩道はゴムチップウレ

タン舗装とし、ジョギング・ロードとして整備し、足に優しい快適なジョギング・ロード

となりました。 

     道路と歩道の分離帯には、ケヤキ、コブシ、ライラック、イチイ、ムクゲ等、地域に適

した樹木を 2万 4千本植樹し、スイセン３万株を植え、湖・緑・花の景観を創造すること

ができました。 

     この道路の愛称は、一般公募者 360 点の中から「さざなみロード」と決定しました。 

      

  ４．樋門に鯉・白鳥のレリーフ 

     洪水時に諏訪湖からの逆流を防ぐ為の樋門が 2カ所完成し、その門柱部分に鯉と白鳥の

レリーフをデザインし、住民に親しまれるさざなみロードの景観形成に配慮しました。 

 

  ５．豊田処理場にシンボル門柱設置  諏訪湖流域下水道終末処理場入り口 

     「よみがえれ諏訪湖」を合言葉に進めている処理場の門柱に下水道管を活用した門柱を

設置しました。 

      門柱…下水道管利用 径 1ｍ高さ 3.5ｍ 

     基礎部分に諏訪特産の鉄平石を張り、諏訪圏域 6市町村のデザインしたカラーマンホー

ルの実物の蓋を埋め込みました。 

     門柱に、全国公募して選定された「S」字のシンボルマークと愛称「クリーンレイク諏

訪」の文字が表示されて来場者を迎えるよう配慮しました。 

  

  ６．カメラ置き撮影台設置 

     諏訪湖の径間をバックに撮影台を設置し、台の上にカメラを乗せてタイマーでパチリ、

他人にお願いしなくてもオーケーです。  
 
                   

                      平澤 幸雄氏 

  平成 4年～平成 5 年 諏訪建設事務所長 

 諏訪湖の浄化に向け、諏訪湖なぎさ整備な

ど後世に残る仕事の口火をきってくれた 
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「諏訪湖チャリティー・ウォーク」の想い出 

                             伊那市  北原 正義 

 

 平成の始まりとともにスタートした「諏訪湖チャリティー・ウォーク」が第 25 回をもって次の

ステージへ衣替えするとお聞きし、４半世紀のご苦労に心から「お疲れ様」と言わせていただき

ます。 

 私は諏訪湖の浄化が目に見えて進展してきた平成 12 年度から 15 年度までの４年間を諏訪建設

事務所で諏訪湖浄化に取り組ませていただきました。 

 当時、諏訪湖浄化に向けた市民の情熱はすさまじいほどで、諏訪湖ふれあい駅伝、諏訪湖で泳

ごう 2000、日独環境まちづくりセミナー、湖沼浄化シンポジウム in諏訪、諏訪湖アダプトプログ

ラム、諏訪湖に寄り添う音楽祭等々、様々な事業が展開されました。 

 そんな中でもとりわけ、どんな事業にも参加され、事業の成功に大きく貢献されてきた方が金

子田美さんです。田美さんが主宰する「諏訪湖チャリティー・ウォーク」は彼女の人柄と情熱で

多くの賛同者を得てきました。 

 時代の流れで、公共施設が過激派組織に襲われるという理由から、「チャリティー・ウォーク」

フォーラム会場として使用してきた釜口水門会議室が使用できなくなったとき、彼女はシンボル

である釜口水門会議室開催は絶対必要であると奔走し、程なく使用が許可され、再開にこぎ着け

ることができました。 

 25 回の歴史の中では信州大学、諏訪まちづくり環境懇談会、自治体など多くの団体の結集で続

いてきましたが、なんといっても金子田美さんが各団体の連携に奔走されてきたことが成功に結

びついてきました。 諏訪湖浄化もま

だまだ途上かと思います。これから姿

を変えても浄化の取り組みが永久に

続きますことを下流に住む住民とし

て切に願っております。 

 皆様のご健勝とご発展をお祈り申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 北原 正義氏 

平成 12 年～平成 15 年 諏訪建設事務所長 

４年間にわたり、諏訪湖の浄化に取り組み、湖沼浄化シンポ

ジウムなど積極的に進めてくれた 

第 25 回に参加したところ長野
日報新聞記者の取材を受けま
した。長野日報掲載記事 
平成 26 年 5 月４日 
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諏訪湖チャリティー・ウォークの思い出 

諏訪市 八幡 義雄 

 

諏訪建設事務所長として在職２年目の平成 21 年の 2月頃でしょうか、金子田美さんから「諏訪

湖チャリティー・ウォーク」も今年で 20周年を迎えるので、諏訪湖のどこかに記念植樹をしたい

との相談を受けました。諏訪湖を管理する諏訪建設事務所もできる範囲で、諏訪湖の浄化を願っ

て歩くチャリティー・ウォークに賛同してきましたので、喜んで協力しました。諏訪湖の周辺で

植樹のスペースがありそうな場所として、思い浮かんだところが諏訪市と岡谷市の境にある比較

的広いスペースです。何の木を植樹しようかいろいろ意見が出されましたが、鳥にも喜ばれる実

のなる樹木が良いとの意見で、ヤマボウシや姫リンゴなどが候補にあがりました。ヤマボウシは

小さい実がなるので、植樹をした子供たちが喜ぶかもしれないとの意見が多くヤマボウシとリン

ゴの木に決まったような記憶があります。 

平成 21 年 5 月 3 日に行われた第 20 回の諏訪湖チャリティー・ウォークは、記念植樹をするた

めに、全員が時計回りで歩き、岡谷市と諏訪市の境の広い植樹帯の中に、諏訪植木の折井さんの

指導を受けヤマボウシ２本とリンゴ２本植えることができました。木の選定や植樹の段取りなど

折井さんにはお世話になりました。 

ヤマボウシとリンゴの木を植樹し、記念の看板を前に参加者全員で記念撮影をしました。その

後も記念植樹が気になるので、近くに出かけた時に様子をみることにしています。 

 昼食後、下浜区民センターで行われたフォーラムのあいさつで、参加された子供さんにタンポ

ポの不思議な生態について知っていただこうと「タンポポの不思議」との表題でパネルを作成し

話しました。 

〇タンポポの不思議： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろなところで目にするタンポポですが、最近は、残念ながら日本タンポポはお目にかか

らなくなりました。 今は亡きハスキー犬と散歩をした近くの宮川の土手に咲いているタンポポ

は残念ながらすべて西洋タンポポでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月後でしょうか、会場におられた市民新聞の方が岡谷市内のお寺の庭に日本タンポポが群

生している大きな写真を掲載して、その新聞を私にも郵送して頂きました。たくさんのタンポポ

が太陽の光を受けて咲いているすばらしい写真でした。そんな形で話題にして頂いたこと大変う

れしく思いました。          

 八幡 義雄氏 

                     平成 20 年～平成 21 年 建設事務所長                    

諏訪湖クラブ理事 

 

西洋タンポポ 

 

タンポポの種子は、風により遠くに運

ばれる風媒花（ふうばいか）です。 

 花が咲く時は背が低いですが、咲き

終わると胞子が飛びやすくするため、

茎が 10 ㎝くらい伸びてきます。 

すばらしい生態です。 

 

伸
び
た
長
さ 

日本タンポポ 
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チャリティー・ウォークと諏訪湖の思い出  

諏訪市 河西 明彦 

 

チャリティウォークが今年で終了したということを 9月に知りました。残念な気持ちもありま

すが 、今年 25周年を迎えたということであり、ＪＡＬＴ、諏訪湖クラブ、他関係者の皆様方、

大変お疲れ様でした。  

私自身は、平成 24年、25 年に諏訪建設事務所職員として参加しただけでしたが、諏訪湖の周

りを歩き、諏訪湖に関連する講演を聴き、船に乗ったのは、諏訪湖の環境を考える大変良い機会

であると感じていました。また、子供の頃の諏訪湖での思い出を懐かしむ機会でもありました。 

昭和 30 年代の中頃から 40 年代前半のことですが、祖父に連れられての諏訪湖での鯰
なまず

釣り、小

学校の諏訪湖上でのスケート、中学生になってからの友人との公魚
わかさぎ

の穴釣りなどです。水質等諏

訪湖の環境問題が深刻になる前のことであり、その頃は諏訪湖に特別な意識もなく、私には当時

の諏訪湖の環境に関する記憶は曖昧です。諏訪湖の環境を考えるために始まったチャリティー・

ウォークだと思いますが、この行事は、25年の間に参加された多くの方、特に子供にとっては、

諏訪湖に関する思い出として残り、また、地域での環境に対する意識の高まりに貢献したのだと

思います。諏訪湖の水質等環境改善のために様々な事業が行われ、現在も進められています。そ

れらの事業においては、地域住民の環境に対する思いが必要なのだと感じています。 

ＪＡＬＴ、諏訪湖クラブを始め関係者の皆様方の 25 年の長きにわたっての活動が、今後も、地

域の環境に関する活動に影響を与えていくのだろうと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 河西 明彦氏 

     平成 24 年～平成 25 年 諏訪建設事務所長 

     諏訪に生まれ育った事から、諏訪湖に対する 

思い入れが強い 

 

 

 

今年も快晴でした 平成 25 年 5 月 3 日 新川河口付近です 平成 24 年 5 月 3 日 

諏訪湖を見ながらウォーキング

（2012 年）5 月 3 日 
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諏訪湖チャリティー・ウォークに参加して 

 

諏訪市 田代 幸雄 

 

 5 月 3 日の諏訪湖チャリティー・ウォークが、私に 

とって恒例となったのはここ十数年のことです。 

チャリティー・ウォークが始まった平成当初、自由な 

立場で数回参加させていただきました。仲春の晴れ 

た日、湖畔を半周することは気分の良いものでした。 

 私がイベントの準スタッフとして参加する切っ掛け

となり、特別な思い出となっているのは、平成 13年の

第 12回チャリティー・ウォークです。この回のチャリ

ティー・ウォークは、第 4 回日独環境まちづくりセミ

ナーのイベン

トの１つとして位置づけられました。当時、このセミ

ナーのスタッフとして働いていました私も、ＪＡＬＴ

の皆さんと一緒に運営にたずさわることとなりました。

この回のウォークは、まちづくりセミナーの日程にあ

わせていただき、5月 27 日に実施するように変更して

いただきました。また、参加者の人数も多かったこと

から、ウォーク後のセミナーは会場を釜口水門の会議

室から下浜の区民センターに移して行われました。私

もセミナーで諏訪湖浄化対策の講演の機会をいただき

ました。また、ドイツから来られた講師のブックシュ

テーク氏、カンプ氏、シューナイダー氏と参加者の意見交換は、多くの皆さんに満足していただ

きました。 

このような縁もあり、その後は準スタッフ的な立場で参加し、今回の一区切りとなる第 25 回の

チャリティー・ウォークを迎えました。運営に携わられたＪＡＬＴの皆さんありがとうございま

した。これから 5月 3日の天気を気にする必要がなくなるのは、残念ですね。 

                         

 

田代 幸雄氏 

平成 26 年 4 月より諏訪建設事務所長 

諏訪湖クラブ 理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演の様子 

ドイツから来られた講師との意見交換 
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チャリティー・ウォークについての思い出 

埼玉県越谷市 桝沼 綾乃 

 

二十五周年記念誌発行おめでとうございます。このような素敵な場におよびいただき光栄です。 

 小林先生からご連絡をいただいてから、両親に電話をして、チャリティー・ウォークについて

思い出話をしました。二十五年前に初めて開催された年から参加しておりますので、私は中学一

年生、妹は小学一年生だったことになります。私の次女が今年小学一年ですので、そう考えると

ずいぶん昔のことなのだなぁと思います。 

 一番最初は諏訪湖一周だったと、父が話していました。不思議なことに私が覚えているのは第

二回目のことで、野外音楽堂から二手に分かれて進む途中、対岸を歩いていた妹が見えて、手を

振ったのが記憶にあります。明るい色のジャンパーがチラチラと動いた様子が思い出されます。 

 途中父が単身赴任で海外に居たり、私と妹のどちらかが留学していたりと人数が欠けながらも、

どうやらだいぶ長いこと、私の家族はチャリティー・ウォークに参加したようです。家族の中で

はなんら特別なことではなく、開催されるから参加するというだけのことだったのですが、毎年

欠かさず何かに参加させることの大変さというのは、自分が親になって初めて感じました。子供

だけ参加させるのではなく、親も一緒に参加してくれていたというのは、今になって考えるとと

てもありがたく、なかなかできることではなかったと思います。 

 現在私は埼玉県に暮らしていますが、生活の環境は諏訪とは比較にならないほど、自然から離

れています。湖と山があり、川が流れ、景色の移り変わりで季節を感じられる環境で成長できた

こと、そして身近に自然の大切さについて考えることのできるイベントがあったというのは、本

当に恵まれていました。 

 ひとつ心残りがあるとすれば、私が娘たちを連れてチャリティー・ウォークに参加できなかっ

たということです。いつか帰省したときに、三世代で湖岸をぐるりと歩き、たくさんの思い出話

を聞かせてあげたいと思います。 
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諏
訪
湖
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
 

25
年
の
歩
み

 
 「

チ
ャ
リ
テ
イ
ウ
ｵ
―
ク
と
は
」
参
加
者
が
歩
い
た
距
離
に
応
じ
て
主
催
者
に
寄
付
す
る
こ
と
。（

初
回
：
 

20
円

/1
キ
ロ

メ
ー

ト
ル
）

 
 主

催
：
 
全
国
語
学
教
育
学
会

(Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｔ

)信
州
支
部
 
（

19
99

年
に
諏
訪
支
部
よ
り
信
州
支
部
に
名
称
変
更
）

 
共
催
：
 
諏
訪
環
境
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（

20
07

年
発
展
的
解
散
；
諏
訪
湖
ク
ラ
ブ
設
立
）

 
 
 
 

  
諏
訪
湖
ク
ラ
ブ
（
第

19
回
よ
り
）

 
 趣

旨
：
 
国
際
交
流
と
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
す
（
諏
訪
湖
周
を
歩
い
て
観
察
）

 
 協

力
：
 
長
野
県
諏
訪
建
設
事
務
所

 
 
 
 
 
信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所
（
元
臨
湖
実
験
所
）

 
後
援
：
 
市
民
新
聞
グ
ル
ー
プ
（

7
紙
）（

第
1
回
よ
り
）
 
諏
訪
６
市
町
村
（
第

1
回
）
 

 
 
 
 
 
信
濃
毎
日
新
聞
社
（
第

10
回
よ
り
）

 
 
 
 
 
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
（
長
野
県
国
際
交
流
推
進
協
会
）

 
 
 
 
 
諏
訪
市
教
育
委
員
会
（
第

15
回
よ
り
）

 
 
 
 
 
岡
谷
市
教
育
委
員
会
（
第

17
回
よ
り
）

 
 
 
 
 
下
諏
訪
町
教
育
委
員
会
（
同
上
）

 
 
 
 
 
諏
訪
東
京
理
科
大
学
（
第

17
回
よ
り
）

 
 
 
 
 
岡
谷
市
下
浜
区
（
第

19
回
よ
り
）

 
 特

徴
：
１
）「

官
民
学
」
が
お
互
い
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
同
じ
目
線
で
活
動

 
２
）
開
会
式
等
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
を
で
き
る
だ
け
日
英
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
。
外
国
人
と
の
国
際
交
流
も
趣

旨
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｔ
外
国
人
会
員
や
他
の
外

 
国
人
の
参
加
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

 
 
 
 
３
）
雨
天
決
行
。
 
雨
天
時
で
の
諏
訪
湖
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
も
大
事
。（

船
が
出
せ
な
い
よ
う
な
荒
天
時
は
フ
ォ
ー
ラ

ム
の

み
実

施
―

―
２
０
回
中
１
回
あ
り
）

 
 
 
 
 
 

 
       

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌

-27-



回
 

数
 

開
催
日

 
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
昼
食
後
）

 
会
場
・
内
容
・
講
師

 

参 加
 

人 数
 

寄
付
金

額
・

 

寄
付
先

 

☆
諏
訪
建
設

 
事
務
所
長

 
JA

L
Ｔ
会
長

 
ま
ち
懇
会
長

 
諏
訪
湖
ク
ラ
ブ

会
長

 

天
候

 
備

 
 
 
 
 

 
考

 

１
 

平
成

2
年

（
1
9
9
0
年
）

5
月

2
7
日
 

（
日
）
 

 

参
加
者
は

1
周
約

1
6

キ
ロ

の
諏

訪
湖

を
好

き
な
だ
け

歩
き
、
1
キ

ロ
に
つ

き
2
0
円
を
、

歩
い
た
本

人
や
、
そ
の

知
人
、
家
族
な
ど

の
ス

ポ
ン
サ
ー

と
な
り

、
主

催
者
に
寄

付
 

開
会

式
・

ス
タ

ー
ト

：
諏

訪
市
営

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

岡
谷

市
東

堀
鼓

笛
隊

の
子

供
た
ち

を
先
頭
に
出
発

 

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

:
下

諏
訪

み

ず
べ
公
園
、
岡
谷
市
天
竜
公
園

 

2
3
0 

4
32
,
95
5 

円
 

諏
訪
ま

ち
懇
 

 ☆
宮
島
直
人
 

田
畑
静
夫
 

藤
原
正
男
 

 

快
晴

 

諏
訪
６
市

町
村
が
後
援
、

非
常
に
盛
大
に

開
催

 

諏
訪
湖
を

一
周

 

国
際
色
豊

か
に
開
催

 

歩
く
に
は

大
変
危
険
な
と

こ
ろ
も
多
か
っ

た
の
で
、
何
箇

所
か
で

警
備
に
立

ち
、
参
加
者
の

安
全
を
は
か
る

必
要
が
あ
る
状
況

 

事
前
に
ボ

ラ
ン
テ
ｲ
ア

を
募
集

、
大
会
を

手
伝
っ

て
も
ら

う
 

 

2
 

平
成

3
年
 

（
1
9
9
1
年
）

5
月

1
2
日
 

（
日
）
 

2
グ
ル
ー
プ
、
水

上
バ

ス
に

て
岡

谷
市

天
竜

公
園
へ
。
半
周
し

て
諏

訪
市
湖
畔

公
園
へ

 

１
グ
ル
ー

プ
、
自

転
車

に
て
一
周

 

 

諏
訪
市
湖
畔
公
園
 

諏
訪
湖
に
つ
い
て
：
沖
野
 
外
輝
夫

先
生
（
臨
湖
実
験
所
長
）
 

「
諏
訪
湖
に
つ
い
て
」

 

 8
0 

3
3
,
28
0 

円
 

諏
訪
ま

ち
懇
 

 ☆
宮
島
直
人
 

田
畑
静
夫
 

藤
原
正
男
 

 

曇
り
 

 

ご
み
拾
い

 

沖
野
先
生
「
諏
訪
湖

を
き
れ

い
に
す
る
に

は
、
住
民
一
人
ひ

と
り

が
、
薬
剤
や
ご
み
な

ど
を
捨

て
な
い
努
力

を
す
る

と
と
も

に
、
コ

ン
ク
リ
ー

ト
化
し
た
護
岸

を
再
自
然
化
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
強

調
。

ジ
ョ

ー
・
キ

ャ
ロ

ル
・
ハ

ニ
ー
さ

ん
(
ア

メ
リ

カ
、
下

諏
訪

中
学

A
E
T
）
「

歩
い
て

み
て

ご
み
の

多
い
の

に
驚

い
た

。
ご

み
を

捨
て

な
い

よ
う

に
、

も
っ

と
基

本
的

な
教

育
が

必
要

で
は

な
い

か
。
 
こ
う
い
う

集
ま
り

に
先

生
が
先
生
を
つ
れ
て
き
た
方
が
よ

い
」
と
提

案
。

 

３
 

平
成

4
年
 

（
1
9
9
2
年
）

5
月

1
7
日
 

（
日
）
 

御
柱
年
 

2
グ
ル
ー
プ
、
水

上
バ

ス
に

て
岡

谷
市

天
竜

公
園
へ
。
半
周
し

て
諏

訪
市
湖
畔

公
園
へ

 

同
上
 

 4
0 

2
2
,
97
3 

円
 

諏
訪
ま

ち
懇
 

 ☆
平
澤
幸
雄
 

倉
下
 
直
 

藤
原
正
男
 

五
月
晴

れ
 

ご
み
拾
い

 

東
京
立
教

中
学
生

5
0
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
聴

講
 

フ
ォ
ー
ラ

ム
会
場
に
、
水
槽

に
入
れ
た
諏

訪
湖
の

魚
、
貝
を

展
示
、

関
心
を
集

め
た
。
 

４
 

平
成

5
年

（
1
9
9
3
年
）

5
月

1
6
日
 

（
日
）
 

 

同
上

 
同
上

 
 6
0 

約

2
0
,
00
0 

円
 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
平
澤
幸
雄
 

倉
下
 
直
 

藤
原
正
男
 

五
月
晴

れ
 

ご
み
拾
い

 

フ
ォ
ー
ラ

ム
時
、
オ
ー
ス

ト
リ

ア
国
営
放

送
の
取

材
ク
ル

ー
も
訪

問
、
飛
び
入

り
で
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
湖
浄

化
に
つ

い
て
報

告
。「

観

光
客
誘
致

の
た
め
、
湖
の

水
が
飲
め
る
こ

と
を
売
り
物
に
し
て

、

湖
の

周
り

の
自
治

体
が

競
争
し

あ
っ
て

き
れ

い
に

し
た

。
」

と
参

加
者
の
関

心
を
さ
そ
っ
て

い
た
。
 

  ５
 

  

平
成

6
年

  強
風
の
た

め
、
遊

覧
船

諏
訪

湖
流

域
下

水
道

豊
田

終
末
処

理
場
 

沖
野
 
外
輝
夫
先
生
（
臨

湖
実
験
所

 

5
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

   

雨
 

強
風
 

ご
み
拾
い

 

初
め
て
の

雨
天
下
で
の
諏

訪
湖
観
察
。

 

湖
上
よ
り

の
観
察
不
能
は

全
期
間
で
今
回

の
み
。
 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌

-28-



（
1
9
9
4
年
）

5
月

1
5
日
 

（
日
）
 

 

で
の

湖
上

か
ら

の
観

察
中
止
。
諏
訪
湖

流
域

下
水

道
豊

田
終

末
処

理
場
ま
で

歩
く
。

 

長
）「

諏
訪
湖
に
つ
い
て
」
 

林
 
正
敏
（
諏
訪

野
鳥
の

会
諏
訪
支

部
長
）
 

「
諏

訪
湖

に
生

息
す

る
鳥

類
と
環

境
の
変
化
」

 

☆
荻
原
敬
三
 

倉
下
 
直
 

藤
原
正
男
 

諏
訪
湖
周

辺
に
飛
来
、
生

息
す

る
野
鳥
の

生
態
を

知
る
こ

と
に
よ

り
環
境
へ

の
理
解
を
深
め

る
。
 

６
 

平
成

7
年

（
1
9
9
5
年
）

5
月

1
3
日
 

（
土
）
 

諏
訪
市
豊

田
回
り
（
約

8
キ
ロ
）、

下
諏
訪

町
回

り
（
約

8
.
5
キ
ロ
）
の

二
手
に
分

か
れ
、
岡
谷

市
釜

口
水

門
ま

で
歩

く
。

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

沖
野
 
外
輝
夫
先
生
（
臨

湖
実
験
所

長
）
 

林
 
正
敏
氏
（
諏

訪
野
鳥

の
会
諏
訪

支
部
長
）
 

7
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
荻
原
敬
三
 

小
林
 
茂
 

藤
原
正
男
 

快
晴

 

ご
み
拾
い

 

フ
ォ
ー
ラ

ム
会
場
：
釜
口

水
門
管
理
棟
会

議
室
と
な
る
 

昼
食
後
、

水
門
管
理
施
設

職
員
の
案
内
で

、
水
門
施
設
見
学

 

岡
谷
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
第

２
団
員
参
加

 

水
辺
整
備

進
み
始
め
る
 

７
 

平
成

8
年

（
1
9
9
6
年
）

5
月

1
1
日
 

(
土
)
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

沖
野
 
外
輝
夫
先
生
（
信

州
大
学
理

学
部
教
授
）

 

花
里

 
孝

幸
先

生
（

臨
湖

実
験

所

長
）
 

2
教
授
に
よ
る

諏
訪
湖

の
話
 

1
3
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
赤
羽
良
夫
 

小
林
 
茂
 

藤
原
正
男
 

晴
れ
 

ご
み
拾
い

7
回
続

け
て
参

加
し

た
人
は
「
諏
訪
に
と
っ
て
八
ヶ
岳

は
父
親
、
諏

訪
湖
は
母
親
。
父

母
を
大
切
に

し
な
い

人
は
い

な
い

。

諏
訪
湖
も

、
年
々
、
湖
周

が
整
備
さ
れ
て

き
て
、
こ
れ
か
ら
は

、

湖
周
か
ら

湖
中
に
関
心
が

集
ま
り
、
諏
訪

湖
は
今

ま
で
以

上
の
早

さ
で
綺
麗

に
な
っ
て
い
く

と
期
待
し
て
い

ま
す
。
 

ま
た
、
護

岸

も
人

口
な

ぎ
さ

な
ど

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
か

ら
土

に
な

っ
て

歩
き

や
す
く
な

っ
て
い
る
が
ご

み
は
相
変
わ
ら

ず
多
い
。」

 

８
 

平
成

9
年

(
1
9
97

年
) 

5
月

1
8
日
 

（
日
）
 

 

同
上

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

沖
野
 
外
輝
夫
先
生
（
信

州
大
学
理

学
部
教
授
）

 

花
里

 
孝

幸
先

生
（

臨
湖

実
験

所

長
）
 

林
 
正
敏
氏
（
諏

訪
野
鳥

の
会
諏
訪

支
部
長
）
 

1
0
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
西
原
義
久
 

小
林
 
茂
 

飯
田
 
実
 

晴
れ
 

ご
み
拾
い

 

新
企
画
：

諏
訪
湖
に
関
す

る
2
0
問
の
ク
イ

ズ
（
三

択
問
題

）
用

意
。
歩
き
な
が
ら
考

え
て
も

ら
う
。
諏
訪
湖
の
水
生
植
物
や
コ

ハ

ク
チ
ョ
ウ
、
ア
オ
コ

の
正
体

な
ど
に
か
か

わ
る
問

題
を
解

き
、
環

境
へ
の
理

解
を
強
く
し
て

も
ら
う
。
日
英

の
バ
イ

リ
ン
ガ

ル
で
行

う
。
 

 

９
 

平
成

1
0
年

1
9
9
8
年

5
月

1
7
日
 

（
日
）
 

御
柱
年
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

下
山
 
良
平
氏
（

茅
野
市

米
沢
小
学

校
教
諭
）：

 

「
カ

エ
ル

と
の

環
境

評
価

」
花
里
 

孝
幸
先
生
（
臨
湖
実
験
所
長
）

 

4
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
西
原
義
久
 

金
子
田
美
 

飯
田
 
実
 

早
朝
ま

で
激
し

い
雨
、

後
晴
れ
 

フ
ォ
ー
ラ

ム
時
諏
訪
湖
に

関
す
る
ク
イ
ズ

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
着

。
 

フ
ォ
ー
ラ

ム
構
成
：「

研
究

発
表
・
ク
イ
ズ
・
音
楽

」
の

3
本

立
。 

環
境
変
化

に
一
番
弱
い
動

物
の
一
つ
、
カ
エ

ル
を
通

し
て
、
環

境

保
護
を
訴

え
る
。
 

東
京
か
ら

の
参
加
者
も
。

 

1
0 

 

平
成

1
1
年

（
1
9
9
9
年
）

5
月

1
6
日
 

(
日
)
 

同
上

 

 釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

花
里

 
孝

幸
先

生
（

臨
湖

実
験

所

長
）：

諏
訪
湖
の

お
神
渡

り
と
地
球

温
暖
化
の
関
係
等
。

 

 

6
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
桜
井
忠
彦
 

金
子
田
美
 

飯
田
 
実
 

雨
の
ち

晴
れ

（
薄

日
）
 

｢
泳
げ
る
諏
訪

湖
か
ら

飲
め
る

諏
訪
湖
へ
｣
を

提
言
。

 

Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ｅ
よ
り
国
際
交

流
活
動
支
援
の

資
金
援
助
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1
1 

平
成

1
2
年

（
2
0
0
0
年
）

5
月

3
日
 

(
水
)
 

憲
法
記
念

日
 

 

初
め
て
、

ゴ

ー
ル
デ
ン

ウ

ィ
―
ク
中

に

開
催

 

以
後
、
５

月

3
日
開
催
を

定
着

 

同
上

 

 

信
大
理
学

部
の
学

生

６
人
ら
が

水
先
案

内

人
。

 

動
植
物
や

水
環
境

な

ど
に
つ
い

て
説
明

。
 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

張
 
光
ゲ
ン
氏
（

信
州
大

学
理
学
部

博
士

課
程

・
韓

国
留

学
生

）
：
「

韓

国
南

東
部

を
流

れ
る

ナ
ク

ト
ン
川

が
抱
え
る
問
題
」
 

ダ
リ
ウ
ス
・
ス
イ
ッ
ツ
マ

ン
氏
（
諏

訪
地

方
の

公
立

高
校

Ａ
Ｅ

Ｔ
・
ア

メ
リ
カ
、
テ
キ
サ
ス
出
身
）

 

「
故
郷
の
湖
と
の
生
活
」
 

国
境

を
越

え
て

環
境

問
題

を
考
え

る
 

1
1
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
北
原
正
義
 

金
子
田
美
 

有
賀
 
裕
 

晴
れ
 

花
里
 
孝
幸
教

授
：
「
昨
年

は
ア
オ
コ
の
発

生
が
非
常
に
少
な
く

、

確
実
に
き

れ
い
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
湖
周
も

か
な
り

変
わ
っ

て
き
て
お

り
、
さ

ま
ざ
ま

な
角

度
か
ら
諏

訪
湖
の

環
境
に

目
を
配

っ
て
ほ
し

い
。
」
 

有
賀

裕
会

長
：
「

ま
ち

懇
で
は

今
年
、

諏
訪

湖
水
泳

を
計
画

し
て

い
る
。
 
諏
訪
湖
は

私
達
の

命
。
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
を
機
会
に
大

い

に
環
境
に

つ
い
て
語
り
あ

っ
て
ほ
し
い

。」
 

張
光

ゲ
ン

氏
：
『

開
発

か
保
存

か
』
を

解
決

す
る
に

は
、
長

期
的

な
対

策
が

必
要
」
「
行

政
に
任

せ
き
り

に
せ

ず
、
市

民
も
含

め
て

皆
で
考
え

て
い
く
べ
き
。」

 

例
年
以
上

に
小
学
生
の
参

加
が
目
立
つ
。

 

ダ
リ

ウ
ス

・
ス
ｲ
ッ

ツ
マ

ン
氏

は
ア
ン

ケ
ー

ト
で

テ
キ
サ

ス
州

に

て
採
用
さ

れ
て
い
る
高
速

道
路
で
の
「
ア

ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

」

を
紹
介
。

 

Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ｅ
よ
り
国
際
交

流
活
動
支
援
の

資
金
援
助

 

1
2 

平
成

1
3
年

（
2
0
0
1
年
）

5
月

2
7
日
 

（
日
）
 

「
日
独
環

境

ま
ち
づ
く

り

セ
ミ
ナ
ー

・

湖
沼
浄
化

シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム

Ｉ
Ｎ
諏
訪

」

と
平
行
開

催
 

日
独
セ
ミ

ナ
ー
と

の

関
係
で
、
参
加
者

全
員

が
時
計
回

り
に
て

岡

谷
市
釜
口

水
門
ま

で

歩
く
。
（
反
時

計
回
り

実
施
し
な

か
っ
た

）
 

 

岡
谷
市
下
浜
区
民
セ
ン
タ
ー

 

セ
ミ
ナ
ー
講
師
：
ク

ラ
ウ
ス
･
ブ
ッ

ク
・
シ
ュ
テ
ー
ク
氏
、
グ
イ
ド
ー
・

カ
ン
プ
ﾟ
氏
、
リ

ヒ
ャ
ル

ト
・
シ
ュ

ナ
イ

ダ
ー

氏
、

県
国

際
交

流
員
：

ク
リ

ス
テ

イ
ー

ナ
・

ワ
イ

ク
ケ
ン

ト
氏
を
交
え

、
住
民

と
意
見

交
換
。
 

戦
前

か
ら

現
在

ま
で

の
諏

訪
湖
の

様
子

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

で
解

説
。
 

1
2
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
北
原
正
義
 

金
子
田
美
 

有
賀
 
裕
 

小
雨
 

ド
イ

ツ
人

講
師

：
十

年
ぶ

り
に

見
た

諏
訪

湖
の

様
子

に
つ

い
て

「
自

然
に

戻
し

た
と

こ
ろ

に
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

ご
み

が
た

く
さ

ん
落
ち
て

い
た
。
川
の
上

流
に

住
ん
で
い

る
人
の

協
力
が

必
要
。」

「
釣
り
人

が
自
然
に
戻
し

た
と
こ
ろ
に
入

り
、
車

も
駐
車

し
て

あ

っ
た
の
で

、
対
策
を
考
え

な
い
と
い
い
け

な
い

。」
 

富
士
見
高

等
学
校
環
境
保

護
ク
ラ
ブ
の
生

徒
が
参
加
。
講

師
達
と

活
発
な
意

見
交
換
を
し
た

。
 

1
3 

平
成

1
4
年

（
2
0
0
2
年
）

5
月

3
日
 

(
金
)
 

憲
法
記
念

日
 

 

諏
訪
市
豊

田
回
り
（
約

8
キ
ロ
）、

下
諏
訪

町
回

り
（
約

8
.
5
キ
ロ
）
の

二
手
に
分

か
れ
、
岡
谷

市
釜
口
水

門
ま
で

歩

く
。

 

岡
谷
市
下
浜
区
民
セ
ン
タ
ー

 

諏
訪

湖
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

概
要
説
明
 

ダ
テ
イ
リ
オ
･
ダ
ニ
エ
ル
氏
（
県
国

際
交

流
員

）
：
「

ダ
ニ

エ
ル
さ

ん
と

遊
ぼ

う
、

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー
ム

（
ア
メ

リ
カ

の
歴

史
ク

イ
ズ

を
も

と
に
し

た
も
の
）」

 

コ
ン
サ
ー
ト
：
宮
下
さ
お

り
氏
（
フ

ル
ー
ト
）
と
小
池
 
実

氏
（
ギ

タ
ー
）
 

1
1
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
北
原
正
義
 

金
子
田
美
 

有
賀
 
裕
 

 

快
晴
 

諏
訪
湖
ア

ダ
プ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
始
ま
る
。
行
政
と

住
民
、
企
業

と
の

役
割

分
担

の
明

確
化

な
ど

新
た

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

結
び
、
新

し
い
姿
で
の
諏

訪
湖
浄
化
を
呼

び
か
け
た
。
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1
4 

平
成

1
5
年
 

（
2
0
0
3
年
）

5
月

3
日
 

(
土
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
棟
会
議
室

 

宮
原
 
裕
一
先
生
（
信
州

大
学
山
地

水
環
境
教
育
セ
ン
タ
ー

）：
環
境
ホ

ル
モ

ン
の

基
礎

知
識

や
ダ

イ
オ
キ

シ
ン
汚
染
の
実
態
を
解
説
。

 

コ
ン
サ
ー
ト
：
三
浦
 
久

氏
（
フ
ォ

ー
ク

シ
ン

ガ
ー

）
氏

の
ギ

タ
ー
で

合
唱
も
楽
し
む

 

8
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
北
原
正
義
 

金
子
田
美
 

有
賀
 
裕
 
 

快
晴
 

釜
口
水
門

施
設
見
学
。
 

ウ
ｵ
ー
ク
の

参
加

者
に
一

昨
年

の
一

月
、

東
京

新
大
久

保
駅
で

人

を
助
け
よ

う
と
し
て
亡
く

な
っ
た
イ
・
ス
ヒ
ョ
ン

さ
ん
の

知
人

が

い
た

こ
と

か
ら
、

三
浦

 
久
氏

オ
リ
ジ

ナ
ル

曲
の

中
か
ら

イ
・

ス

ヒ
ョ
ン
さ

ん
に
さ
さ
げ
る

歌
を
披
露
。

 

1
5 

平
成

1
6
年

（
2
0
0
4
年
）

5
月

1
6
日
 

(
日
)
 

 

御
柱
年
（
申
）

の
た
め
変

更
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
棟
会
議
室

 

平
島

 
安
人

氏
(
セ

イ
コ

ー
エ

プ
ソ

ン
地
球
環
境
推
進
部
)
 

「
わ

た
し

た
ち

の
暮

ら
し

と
環
境

問
題

」
後

、
地

球
環

境
に

つ
い
て

の
ク
イ
ズ
 

諏
訪
市
立
四
賀
小
学
校

 

合
唱
部
（
平
澤
 
洋
子
教
諭
）
 

「
ブ
ル
ー
諏
訪
湖
」
な
ど
 

6
0 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
笠
井
 
明
 

金
子
田
美
 

沖
野
外
輝
夫
 

雨
 

2
0
0
1
年
の
米
国
で
の

9
.
1
1
テ
ロ
を
受
け
、
日
本

で
も
テ

ロ
対

策

特
別
措
置

法
が
制
定
。
そ

の
た
め
、
こ
の

第
1
5
回
を
最

後
に

フ

ォ
ー
ラ
ム

会
場
と
し
て
釜

口
水
門
管
理
事

務
所
会
議
室
の
利
用

、

ま
た
、
施

設
見
学
が
不
可

能
と
な
る
。
非

常
に
残
念
。
 

今
回

フ
ォ

ー
ラ

ム
会

場
と

し
て

釜
口

水
門

管
理

事
務

所
会

議
室

利
用
に
あ

た
り
、
諏

訪
建
設

事
務
所
の
ご

協
力
、
ご
配
慮
に
深

く

感
謝
。
当
日
担
当
の

管
理
職

員
の
方
が
、
万
が
一
の
不
審
者
の

進

入
の
未
然

防
止
の
た
め
、
人
が

出
入
り
す

る
た
び

に
忙
し

く
鍵
を

開
け
閉
め

さ
れ
て
い
た
の

が
今
で
も
目
に

浮
か
び
ま
す
。
特
に
子

供
の
参
加

が
多
か
っ
た
の

で
ご
面
倒
を
か

け
ま
し
た
。
 

 

1
6 

平
成

1
7
年

5

（
2
0
0
5
年
）

5
月

3
日
 

(
火
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

小
口
太
郎
記
念
公
園

 

「
高

原
・

み
ず

・
ひ

び
き

」
―
―

み
ん

な
で

楽
し

む
ハ

ー
モ

ニ
ー
、

今
も

慕
わ

れ
る

五
味

 
孝

司
先

生

（
松

本
市

）
と

と
も

に
（

ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
伴
奏
と
指
揮
）
 

7
5 

諏
訪
ま

ち
懇
 

☆
笠
井
 
明
 

カ
ル

ー
ス

・

フ
レ
ッ
ド
 

沖
野
外
輝
夫
 

快
晴
 

長
野
県
共

同
募
金
会
よ
り

活
動
資
金
援
助

 

フ
ォ
ー
ラ

ム
の
新
し
い
形

を
模
索
：
今
回
初
め
て

フ
ォ
ー

ラ
ム

時

間
大
半
を

一
緒
に
歌
を
歌

っ
て
み
た
。

 

五
味
 
孝
司
氏
（
7
2
歳
）
は
県
内
小
、
中
学
校

で
の
音

楽
専
科

教

師
退
職
後

、
長
年
街
角
コ

ー
ラ
ス
を
指
導

。
 

1
7 

平
成

1
8
年

（
2
0
0
6
年
）
 

5
月

3
日
 

(
水
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

岡
谷
市
下
浜
区
民
セ
ン
タ
ー

 

「
諏
訪
湖
ウ
オ
ｯ
チ
ン
グ

 

-
「
小
さ
な
命
を
み
つ
め
て
」
-
 

ミ
ジ

ン
コ

と
毒

、
高

橋
 
宏

和
氏

（
信
大
博
士
課
程
）

 

音
楽
：
M
o
j
o
 

1
3
0 

3
6
,
52
2 

円
 

諏
訪
ま

ち
懇
 

八
重
田
修
 

（
諏

訪
湖

事

務
所
長
挨
拶
）
 

カ
ル

ー
ス

・

フ
レ
ッ
ド
 

沖
野
外
輝
夫
 

五
月
晴

れ
 

諏
訪
建
設

事
務
所
長
：
平

沢
 
清
氏

 

諏
訪
湖
事

務
所
開
設
（
し

か
し
こ
の
年
の

み
）

 

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

信
州

大
学

山
岳

科
学

総
合

研
究

所
で

学
ぶ

博

士
・
修
士
課
程
の

学
生
の

研
究

発
表
の
場
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う

に
な
る

 

「
研
究
発

表
・
ク
イ
ズ
・

音
楽
」
の

3
本
立
に
戻

る
 

1
8 

平
成

1
9
年

（
2
0
0
7
年
）
 

5
月

3
日
 

(
木
)
 

憲
法
記
念

日
 

 

同
上

 

岡
谷
市
下
浜
区
民
セ
ン
タ
ー

 

「
池

の
中

の
小

さ
な

生
き

物
の
大

き
な

は
た

ら
き

」
村

上
 
智

岐
氏

（
信
大
博
士
課
程

1
年
生
）

 

二
胡
演
奏
：
龍
 
鉄
鋼
氏

 

1
0
0 

2
7
,
81
0 

円
 

 

☆
平
沢
 
清
 

カ
ル

ー
ス

・

フ
レ
ッ
ド
 

沖
野
外
輝
夫
 

 

五
月
晴

れ
 

 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌

-31-



1
9 

平
成

2
0
年

（
2
0
0
8
年
）
 

5
月

3
日
 

(
土
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

岡
谷
市
下
浜
区
民
セ
ン
タ
ー

 

「
諏
訪
湖
の
健
康
診
断

」
今

井
 
晶

子
氏
（
信
大
博
士
課
程

1
年
生

）
 

ジ
ャ

ズ
演

奏
：

諏
訪

東
京

理
科
大

学
「
J
A
Z
Z
研
究
会
」

 

1
5
4 

3
6
,
89
3 

円
 

☆
八
幡
義
雄
 

小
口

俊
（

下

浜
区
長
）
 

カ
ル

ー
ス

・

フ
レ
ッ
ド
 

沖
野
外
輝
夫
 

五
月
晴

れ
 

下
浜

区
民

セ
ン

タ
ー

利
用

の
便

宜
を

図
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
の

で
、
下
浜

区
に
も
回
覧
で

参
加
を
案
内

 

 

2
0 

 

平
成

2
1
年

（
2
0
0
9
年
）
 

5
月

3
日
 

(
日
)
 

憲
法
記
念

日
 

記
念
植
樹

の
た
め

、
参

加
者

全
員

が
時

計
回

り
に

て
岡

谷
市

釜
口

水
門

ま
で

歩
く

。
（

反

時
計

回
り

実
施

し
な

か
っ
た
）

 

岡
谷
市
下
浜
区
民
セ
ン
タ
ー

 

1
2
:
30
 
開
会
(
例
年

1
2
:
0
0
) 

「
ミ

ジ
ン

コ
た

ち
の

多
様

な
生
存

戦
略
」
君
島
 
祥

氏
（
信

大
博
士
課

程
1
年
生
）

 

演
奏

：
長

野
県

下
諏

訪
向

陽
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
（
櫻

井
 
啓
教
諭
指

揮
）
 

1
6
4 

5
6
,
13
7 

円
 

☆
八
幡
義
雄
 

カ
ル

ー
ス

・

フ
レ
ッ
ド
 

沖
野
外
輝
夫
 

 

五
月
晴

れ
 

2
0
周
年
記
念
植
樹

事
業
(
1
0
:
3
00
～
1
1
:
00
) 

り
ん
ご
、
2
本

、
山
ぼ
う
し
、
2
本
 

寄
付
金
を

も
と
に
植
樹
基

金
を
設
立
(
J
A
L
T
会
計
管
理
)
 

下
浜
区
長

挨
拶
な
し
（
下

社
御
柱
伐
採
下

見
の
た
め
）
 

 

2
1 

平
成

2
2
年
 

（
2
0
1
0
年
）
 

5
月

3
0
日
 

(
日
)
 

御
柱
年
 

諏
訪
市
豊

田
回
り
（
約

8
キ
ロ
）、

下
諏
訪

町
回

り
（
約

8
.
5
キ
ロ
）
の

二
手
に
分

か
れ
、
岡
谷

市
釜

口
水

門
ま

で
歩

く
。

 

岡
谷
市
下
浜
区
民
セ
ン
タ
ー

 

1
2
:
00

開
会
 

「
ミ

ジ
ン

コ
は

水
質

浄
化

の
立
役

者
」
伊
澤
 
智
博

氏
（
信

大
博
士
課

程
1
年
生
）

 

演
奏
：
M
a
t
s
u
m
ot
o
 J
a
mm
e
rs
 

1
1
0 

5
8
,
75
9

円
 

☆
伊
藤
直
喜
 

マ
ー

ク
・

ブ

ラ
イ
ア
リ
 

沖
野
外
輝
夫
 

 

快
晴

 

下
浜
区
民

セ
ン
タ
ー
の
利

用
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で

、
 

開
催
日
も

含
め
て
、
再
考

が
必
要
か
も
し

れ
な
い
。

 

・
1
年
前
か
ら

の
予
約
は
で
き
な
い
 

・
費
用
も

地
区
外
団
体
扱

い
で

8
,
0
00

円
は
必
要

 

（
今
ま
で

は
特
別
料
金
で

最
高
で
も

3
,
0
0
0
円
）
 

 

2
2 

平
成

2
3
年

（
2
0
1
1
年
）

5
月

3
日

(
火
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

「
ウ

ナ
ギ

は
水

を
き

れ
い

に
す

る
？

 
魚

と
水

の
汚

れ
と

の
関

係
」
小
林
 
宏
樹

氏
（
信

大
博
士
課

程
1
年
生
）

 

演
奏

：
岡

谷
市

立
小

井
川

小
学
校

音
楽
部
（
4
4
名
）

 

指
揮
：
武
居
 
紀
代
美
教
諭
 

約 2
0
0 

2
9
,
43
2
 

円
 

☆
伊
藤
直
喜
 

マ
ー

ク
・

ブ

ラ
イ
ア
リ
 

沖
野
外
輝
夫
 

 

五
月
晴

れ
 

 今
年
か
ら

始
め
た
イ
ケ
チ

ョ
ウ
貝
養
殖
の

説
明
と
観
察
を
す
る

。
 

1
1
年
ぶ
り
に
釜
口
水
門
管
理

棟
の
会
議
室

で
フ
ォ

ー
ラ
ム

開
催

。 

諏
訪
建
設

事
務
所
関
係
者

の
ご
理
解
と
元

諏
訪
建
設
事
務
所
長

、

北
原
正
義

氏
と
県
職
員
田

代
幸
雄
氏
（
両

氏
共
諏

訪
湖
ク

ラ
ブ
会

員
）
が
警

備
員
と
し
て
ご

協
力
の
結
果
実

施
可
能
と
な
っ
た
。

 

諏
訪
湖
浄

化
に
夢
を
託
し

て
作
ら
れ
た
『

ブ
ル
ー
諏
訪
湖
』

 

諏
訪
湖
チ

ャ
リ
テ
ｲ・

ウ
ォ
ー

ク
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ

と
し
て

い
る

。 

作
詞
：
Ｍ

Ｍ
Ｍ
（
故
藤
原
 
正

男
、
故
飯

田
 
実
、
矢
島
 
恵
）

 

矢
島

 
恵
さ

ん
参

加
。
譜

面
作

り
に

貢
献

し
て

く
だ
さ

っ
た
五

味

昭
人
先
生

指
揮
の
も
と
み

ん
な
で
歌
う
。

 

曲
誕
生
経

緯
：
も
と
も
と

故
藤

原
氏
が
聞

き
覚
え

て
い
た

メ
ロ

デ

イ
を
五
味

昭
人
先
生
が
譜

面
に
お
こ
し
た

。
藤
原

氏
は
ハ

ワ
イ

ア

ン
調
で
お

願
い
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
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2
3 

平
成

2
4
年

（
2
0
1
2
年
）

5
月

3
日
 

(
木
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

「
二

枚
貝

が
水

を
き

れ
い

に
す

る
？
」
吉
田
 
知

可
氏
（

信
大
博
士

課
程

2
年
生
）

 

演
奏
：
 
M
U
S
I
3
に
よ
る
ギ
タ
ー
と

歌
 

特
別

出
演

：
エ

デ
ィ

・
レ

イ
ノ
ル

ズ
氏
（
蚕
虹
英
語
塾
講
師
）

 

司
会
：
松
木
 
祐
基
子
氏

 

約 6
0 

3
1
,
42
7

円
 

☆
河

西
明

彦

小
口

俊
（

下

浜
区
長
）
 

マ
ー

ク
・

ブ

ラ
イ
ア
リ
 

沖
野
外
輝
夫
 

 

快
晴

 

悪
天
候
を

覚
悟
し
、
前
日

に
ク

リ
ー
ン
レ

イ
ク
諏

訪
の
会

議
室
の

下
見
ま
で

す
る
が
、
予
報

が
大

外
れ
と
な

り
最
高

の
チ
ャ

リ
テ
ィ

ー
・
ウ
ォ

ー
ク
日
和
と
な

る
。
 

昨
年
か
ら

始
め
た
イ
ケ
チ

ョ
ウ
貝
の
養
殖

の
説
明
と
観
察
。

 

諏
訪

湖
管

理
が
下

水
道

課
（
合

同
庁
舎

）
か

ら
維

持
管
理

課
(
ク

リ
ー

ン
レ

イ
ク
諏

訪
)
に

移
動

。
最

後
に
武

田
 
政
弘

(
ク

リ
ー

ン

レ
イ
ク
諏

訪
所
長
）
に
挨

拶
い
た
だ
く
。

 

 

2
4 

 

平
成

2
5
年

（
2
0
1
3
年
）
 

5
月

3
日
 

(
金
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室

 

「
諏
訪
湖
に
棲
む

ワ
カ
サ
ギ
ﾞ
に

寄
生
す
る
ミ
ジ
ン
コ

」
戸
田
 
龍
太

郎
氏
（
信

大
博
士

課
程
２

年
生
）
 

演
奏
：
ピ

ア
ノ
と

歌
の
プ

レ
ゼ
ン

ト
宮
下
 
千
恵
美
氏
と

門
下
生
 

（
宮
田
 
紫
央

氏
他
）
 

司
会
：
宮

下
 
千
恵
美

氏
娘
 

約 1
2
0 

3
2
,
43
0 

円
 

☆
河
西
明
彦
 

マ
ー

ク
・

ブ

ラ
イ
ア
リ
 

沖
野
外
輝
夫
 

 

五
月
晴

れ
 

諏
訪
湖
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ウ
ォ

ー
ク
の
参

加
者
目

印
と
し

て
黄

色

の
ひ
も
を

身
に
着
け
て
も

ら
っ
た
。
 

警
備
に
感

謝
：
八
幡
 
義

雄
元

諏
訪
建
設

事
務
所

長
、
田
代
 
幸
雄

氏
（
両
名

共
諏
訪
湖
ク
ラ

ブ
会
員
）
 

2
5 

平
成

2
6
年

（
2
0
1
4
年
）

5
月

3
日
 

(
金
)
 

憲
法
記
念

日
 

同
上

 

釜
口
水
門
管
理
棟
会
議
室
 

会
開
：
1
2
:
0
0
 
終
了
：
1
3
:
50
  

記
念
講
演
：「

諏
訪
湖
と

ど
う
つ
き

あ
う

？
…

自
然

の
生

態
系

っ

て
？
」
沖
野
 
外

輝
夫
信

大
名
誉
教

授
 

演
奏

：
下

諏
訪

町
立

下
諏

訪
北
小

学
校
合
唱
部

 

指
揮
：
小
口
 
智
子
教
諭

 

約
 

1
4
0 

3
3
,
89
0 

円
 

☆
田
代
幸
雄
 

有
賀

メ
ア

リ

ー
 

沖
野
外
輝
夫
 

 

快
晴

 

ウ
ォ
ー
ク

の
は
し
り
で
あ

り
、
国
際
交
流

も
し
な

が
ら
、
環

境
へ

の
問

題
提

起
を

四
半

世
紀

に
わ

た
り

行
っ

て
き

た
諏

訪
湖

チ
ャ

リ
テ
ｲ
・
ウ
ォ

ー
ク
、

今
回
の

2
5
回
を
も
っ
て
終
了
と

な
っ
た

。
 

2
5
年
と

い
う

長
き
に

わ
た

っ
て

の
各

方
面

の
す
べ

て
の

皆
様

か

ら
の
ご
協

力
、
ご
援

助
に
感

謝
あ
る
の
み

で
す
。
本
当
に
あ
り

が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
記

念
講

演
で
大
正

時
代
か

ら
の
諏

訪
湖
の

変
遷
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
紹
介
。
懐
か

し
い
思

い
で
見

入
っ
た

方
も

少
な

く
な
か

っ
た

の
で
は

。
 
そ

し
て
、
「
将

来
ど

ん
な

諏

訪
湖
で
あ

っ
て
ほ
し
い
か

？
」
を
参
加
者

に
尋
ね

諏
訪
湖

へ
の
そ

れ
ぞ
れ
の

思
い
を
胸
に
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
終

了
。
 

小
学
生

の
子

供

た
ち

の
歌

声
に
明

日
へ

の
希

望
を

持
た
せ

て
い

た
だ
け

た
第

2
5

回
で
し
た

。
 

記
念
講
演

の
た
め
、
講
演

時
間
を

2
0
分
延
長
。
 
終
了
時
間
を

1
3
:
50

と
し
た
。
ボ
ー
ト
出
発
時
間
に
変

更
な
し
。

 

 

 注
；

  
諏
訪
湖
環
境
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
「
諏
訪
ま
ち
懇
」
と
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・諏訪 8 市町村が後援、盛大に開催 
・諏訪湖を 1 周し参加者も国際色豊か 
・歩行に危険が伴う地点では警備員を配置 
・事前にボランティアを募集し大会を手伝ってもらう。 
地球に感謝し、大地のありがたさを自分の足で確認しようと、5 月２７日諏訪湖を歩いて一周する「諏訪

湖チャリティーウォーク」が開かれる。参加者が歩いた距離に応じた金額を主催者に寄付、主催者はそ

の募金を諏訪湖の環境美化に役立てようとするユニークな試み。英字新聞などでも参加を呼びかけ、国

際交流の場にもする計画だ。計画をしているのは、英語を主体とする外国語教育者の集まりである全国

語学教育学会諏訪支部（ＪＡＬＴ・田畑静夫支部長・40 人）の会員。激しく動く世界の情勢を見て、教

育現場でも地球環境の問題は避けて通れない、と実感。身近な諏訪湖を美しくするにはどうすれば良い

か。皆で考えようと企画した。 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成２年 
（1990 年） 
5 月 27 日 
晴れ 

１周約 16km の諏訪
湖を好きなだけ歩
き、参加者は 20 円
/km を主催者に寄付 

開会式 
諏訪湖ヨットハー
バー岡谷市東堀鼓
笛隊先頭に出発 

230 人 
② 宮島直人 
②田畑静夫 
③藤原正男 

・諏訪湖間欠泉セン
ター開設 
・国土交通省「多自
然型川つくり実施
要領」策定 

第１回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成２年（１９９０年）５月２７日 

第 1 回諏訪湖チャリティーウォーク開催（平成 2 年）ポスター 

参加者に配られたバッジ 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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第 1 回チャリティーウォークに参加された方は 238 名 

参加者からの募金は４３２，９５５円 経費を除いた１２０，２１２円を「諏訪環境まちづくり
懇談会」に寄付いたしました 

まちづくり懇談会藤原正男さんから礼状が届きました 

寄付金の報告 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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↑諏訪市民新聞提供記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・ごみ拾いを実施 

・沖野先生「諏訪湖をきれいにするには、住民一人ひとりが、薬剤やごみなどを捨てない努力をすると

ともに、コンクリート化した護岸を再自然化することが必要」と強調。 

・ジョー・キャロル・ハニーさん(アメリカ、下諏訪中学 AET)「歩いてみてごみの多いのに驚いた。ごみ

を捨てないように、もっと基本的な教育が必要ではないか。集まりに先生が生徒をつれてきた方がよ

い」と提案。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成３年 
（1991 年） 
5 月 12 日 

曇り 

２グループは水上バス
にて岡谷市天竜公園→
半周して諏訪市湖畔公
園へ 
１グループは自転車に
て諏訪湖 1周 

諏訪市湖畔公園 
「諏訪湖について」 
沖野外輝夫 

80 人 
①宮島直人 
②田端静夫 
③藤原正男 

・御神渡りが見られた 
・第２回「日独環境まちづ
くりセミナー」開催 
・諏訪湖ジョギングロード
が国土交通省「郷土手づく
り賞」受賞 

第２回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成３年（１９９１年）５月１２日 

↑諏訪市民新聞提供記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

 

・ごみ拾いを実施 
・東京立教中学生 50 人フォーラム聴講 
・フォーラム会場に、水槽に入れた諏訪湖の魚、貝を展示。関心を集めた。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成４年 
（1992 年） 

5 月 17 日 
晴れ 

２グループ 
水上バスにて岡谷市
天竜公園→半周して
諏訪市湖畔公園へ 
 

諏訪市湖畔公園 
「諏訪湖について」 
沖野外輝夫 

40 人 
 
①平澤幸雄 
②倉下直 
③藤原正男 
 

・御柱祭り 
・昭和 42 年より進めてきた
「諏訪湖治水計画」の諏訪湖
の湖岸堤ほぼ完成 
・第２期諏訪湖保全計画（平
成４年度～平成８年度） 

水槽の生き物に興味を示す参加者 

開会式会場となった音楽ステージ 

第３回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成４年（１９９２年）５月１７日 

↑諏訪市民新聞提供記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・ごみ拾いを実施 

・フォーラム時、オーストリア国営放送の取材クルーも参加。飛び入りでオーストリアの湖浄化につい

て報告。「観光客誘致のため、湖の水が飲めることを売り物にして、湖の周りの自治体が競争しあって

きれいにした。」と参加者の関心をさそっていた。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 

 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 5年 
（1993 年）
5月 16 日 

晴れ 

諏訪市豊田回り、下諏訪
町回りの二手に分かれ、
岡谷市釜口水門まで歩く 

諏訪市湖畔公園 
「諏訪湖について」 
沖野外輝夫 
 

60 人 
①平澤幸雄 
②倉下 直 
③藤原正男 

・河川再生事業として
高浜、渋崎の人工なぎ
さ完成 
・諏訪湖エコロジーフ
ェスティバル開催 

第４回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成５年（１９９３年）５月１６日 

↑諏訪市民新聞提供記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・諏訪湖周辺に飛来、生息する野鳥の生態を知ることにより環境への理解を深める。 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
あいにくの雨となりましたが、渋崎の水辺
整備の工事の説明を受けながらクリーン
レイク諏訪まで散策となりました。 
 

 
  
平成 5年 10月に湖畔道路（都市計画道路）
が整備され、名称を公募したところ、「さ
ざなみロード」と決まりました。 
諏訪湖畔の快適な散策路となりました。 

 

 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 6年 
（1994 年）
5月 15 日 
雨（強風） 

強風のため、遊覧船で
の湖上からの観察中
止。諏訪湖流域下水道
豊田終末処理場まで
歩く。 

諏訪湖流域下水道豊田終末処
理場 
沖野外輝夫先生（臨湖実験所長）
「諏訪湖について」 
林正敏（諏訪野鳥の会諏訪支部
長） 
「諏訪湖に生息する鳥類と環
境の変化」 

50 人 
 
①荻原敬三  
②倉下 直 
③藤原正男 

･湖周バス運行開始 
･諏訪湖「水辺整備マ
スタープラン」を策
定 
･諏訪湖水域に係わ
る窒素・リンの上乗
せ基準を策定 

・荒天のためごみ拾いも中止 
・初めての雨天下での諏訪湖観察となりました。湖上よりの観察中止は 25 年間でこの回のみ。 

第５回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成６年（１９９４年）５月１５日 

諏訪市民新聞掲載記事→ 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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クリーンレイク諏訪の会議室でフォーラムを行いました 

 
 

フォーラム 

沖野 外輝夫先生（臨湖実験所長） 

「諏訪湖について」 
林 正敏（諏訪野鳥の会諏訪支部 

「諏訪湖に生息する鳥類と環境の変化」 
 
 
 
                  

 

                                  

林 正敏氏の講演 
人工なぎさ「渋崎工区」 諏訪市渋崎 

既存のコンクリート波返しを盛り土で埋め込み、水

際にマコモやヨシを植栽し、カラマツ丸太材で杭打ち

工を実施。土砂流出防止を図り水際に寄せ石を行い、

野鳥、魚類、昆虫などが寄りつくよう配慮しました。 

観察者のために木製のコーナーを設置しました。 

 
 
 

 
ヨシ原による浄化実験圃場  

諏訪市豊田終末処理場前（現在はビオトープになっている） 

 
ヨシ原を造成し、諏訪湖水の浄化効果を調査。 

水路幅 2.5ｍ、水路延長 1400ｍ、面積 3500ｍ２

にヨシ 12 万本を移植、湖水を導入。湖水は 5

日間で水路を通過する。当時信大臨湖実験所の

沖野外輝夫先生に調査を委託し、ヨシによるチ

ッ素、リンの吸収浄化効果、水温、pH、水中溶

存酸素、ＣＯＤ等を追跡調査した。処理場ポン

プ場屋上を利用し、説明パネルを設置、見学場

所として整備した。 

 

 

 

 

諏訪建設事務所長;荻原 敬三さんあいさつ 

林正敏氏の講演 

なぎさの様子を身近に観察できる場を設けました 

ヨシを使った浄化実験圃場を見学する参加者 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・ごみ拾いを実施 
・フォーラム会場が釜口水門管理棟会議室となる 
・昼食後、水門管理施設職員の案内で、水門施設見学 
・岡谷ボーイスカウト第２団員参加 
・水辺整備進み始める 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 7年 
（1995 年）
5月 13 日 

晴れ 

諏訪市豊田回り、下諏
訪町回りの二手に分
かれ、岡谷市釜口水門
まで歩く 

釜口水門管理棟会議室 
沖野 外輝夫先生（臨湖実験所
長） 
林 正敏氏（諏訪野鳥の会諏訪支
部長） 

70 人 
①荻原 敬三 
②小林 茂 
③藤原 正男 

・下水道高度処理開始 
・河川再生事業（諏訪
湖の水辺整備）を本格
的に開始 

第６回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成７年（１９９５年）５月１３日 

諏訪湖湖畔で開会式 

湖畔をウォーキング 

沖野 外輝夫さん講演 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・ごみ拾いを実施 

7 回続けて参加した人の感想「諏訪にとって八ヶ岳は父親、諏訪湖は母親。父母を大切にしない

人はいない。諏訪湖も、年々、湖周が整備されてきて、これからは、湖周から湖中に関心が集ま

り、諏訪湖は今まで以上の早さで綺麗になっていくと期待しています。また、護岸も人工なぎさ

などでコンクリートから土になって歩きやすくなっているがごみは相変わらず多い。」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 8年 
（1996 年） 
5 月 11 日 

晴れ 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの
二手に分かれ、岡
谷市釜口水門ま
で歩く 

釜口水門管理棟会議室 
沖野 外輝夫先生（信州大
学理学部教授） 
花里 孝幸先生（臨湖実験
所長）2 教授による諏訪湖
の話 

130 人 
①赤羽 良夫 
②小林 茂 
③藤原 正男 

・諏訪湖および天竜川上流部水
環境懇談会設立 
・「諏訪湖ふれあい渚」が日本
の渚百選に選ばれる 
・第１回「マリンスポーツカー
ニバルイン諏訪湖」開催 

第７回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成８年（１９９６年）５月１１日 

諏訪市民新聞掲載記事↑ 

野外音楽堂で開会式 

釜口水門にゴール 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・ごみ拾いを実施 

・新企画：諏訪湖に関する 20問のクイズ（三択問題）用意。歩きながら考えてもらう。諏訪湖の 

水生植物やコハクチョウ、アオコの正体などにかかわる問題を解き、環境への理解を強くして

もらう。質問、解答は日英のバイリンガルで行う。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 9年 
（1997 年） 
5 月 18 日 

晴れ 

諏訪市豊田回り、下
諏訪町回りの二手に
分かれ、岡谷市釜口
水門まで歩く 

釜口水門管理棟会議室 
沖野 外輝夫先生（信州大学理学
部教授） 
花里 孝幸先生（臨湖実験所長）
林 正敏氏（諏訪野鳥の会諏訪支
部長） 

100 人 
①西原 義久 
②小林 茂 
③飯田 実 

･第 3 期諏訪湖水質保全
計画（平成 9 年度～平成
13 年度） 

第８回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成９年（１９９７年）５月１８日 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

釜口水門近くの噴水 湖畔で開会式 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌

-44-



 
 

※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

 

・フォーラム時諏訪湖に関するクイズプログラムが定着。 

・フォーラム構成：「研究発表・クイズ・音楽」の 3本立。 

・環境変化に一番弱い動物の一つ、カエルを通して、環境保護を訴える。 

・東京からの参加者も。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 10 年 
（1998 年） 
5 月 17 日 
雨のち晴れ 

諏訪市豊田回り、下
諏訪町回りの二手に
分かれ、岡谷市釜口
水門まで歩く 

釜口水門管理棟会議室 
下山良平氏（茅野市米沢小学校教
諭）：「カエルとの環境評価」 
花里孝幸先生（臨湖実験所長） 

40 人 
①西原 義久 
②金子 田美
③飯田 実 

・御柱祭 
・御神渡りがみられた 
・長野冬季オリンピック 
・下水道溶融結晶化施設
竣工 

第９回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成１０年（１９９８年）５月１７日 

諏訪市民新聞掲載記事→ 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

 
｢泳げる諏訪湖から飲める諏訪湖へ｣を提言。ＡＮＰＩＥより国際交流活動支援の資金援助 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

5 月 16 日 
早朝まで雨
のち薄日 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの二
手に分かれ、岡谷
市釜口水門まで歩
く 

釜口水門管理棟会議室 
花里孝幸先生（臨湖実験所長）： 
諏訪湖の御神渡りと地球温暖化
の関係等。 

約 60 人 
①桜井忠彦 
②金子田美 
③飯田 実 

･イベント「諏訪湖
の巨大うなぎ～す
わ湖太郎を捜せ」を
開催 平成 11 年 4
月 3 日～6月 30 日 

第１０回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成１１年（１９９９年）５月１６日 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校６年 宮下 翔太くん 
 

諏訪市民新聞掲載記事→ 

歩く頃には雨もあがりました 開会式 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

花里孝幸教授：「昨年はアオコの発生が非常に少なく、確実にきれいになっていると思う。湖周

もかなり変わってきており、さまざまな角度から諏訪湖の環境に目を配ってほしい。」 

有賀裕会長：「まち懇では今年、諏訪湖水泳を計画している。諏訪湖は私達の命。このウォーク

を機会に大いに環境について語りあってほしい。」 

張光玹氏：「開発か保存か」を解決するには、長期的な対策が必要」「行政に任せきりにせず、

市民も含めて皆で考えていくべき。」 

例年以上に小学生の参加が目立つ。ダリウス・スイッツマン氏はテキサス州で採用されている

高速道路での「アダプトプログラム」を紹介。ＡＮＰＩＥより国際交流活動支援の資金援助。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

５月３日 

信大理学部の学生
６人らが水先案内
人。 
動植物や水環境な
どについて説明。 

釜口水門管理棟会議室 
張光玹氏（信州大学理学部博士課程・
韓国留学生）：「韓国南東部を流れる
洛東川が抱える問題 
ダリウス・スイッツマン氏（諏訪地
方の公立高校ＡＥＴ・アメリカ、テキサ
ス出身）「故郷の湖との生活」国境
を越えて環境問題を考える 

110 人 
① 北原正義 
② 金子田美 
③ 有賀 裕 

･「諏訪湖で泳ごう」
イベント開催 

→平成 17 年度まで 

第１１回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成１２年（２０００年）５月３日 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

横河河口付近をウォーキング 

湖畔で開会式 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

10 年前の日独セミナーに参加したﾄﾞイツ人講師：10 年ぶりに見た諏訪湖の様子について「自然

に戻したところにプラスチックのごみがたくさん落ちていた。川の上流に住んでいる人の協力が

必要。」「釣り人が再自然化した湖岸に勝手に釣り場を作ったり、車を駐車したりしていた。対策

が必要」富士見高等学校環境保護クラブの生徒が参加、講師達と活発な意見交換をした。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 13 年 
（2001 年） 
5 月 27 日 
小雨 

日独セミナーとの関
係で、参加者全員が
時計回りにて岡谷市
釜口水門まで歩く。
（反時計回り実施し
なかった） 
 

岡谷市下浜区民センター 
セミナー講師： 
ｸﾗｳｽ･ﾌﾞｯｸ･ｼｭﾃｰｸ氏、ｸﾞｲﾄﾞｰ･ｶﾝﾌﾟ氏、
ﾘﾋｬﾙﾄ･ｼｭﾅｲﾀﾞｰ氏、県国際交流員：ｸﾘ
ｽﾃｲｰﾅ･ﾜｲｸｹﾝﾄ氏を交え住民と意見交
換。 
戦前から現在までの諏訪湖の様子を
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰで解説。田代幸雄氏 

120 人 
①北原正義 
②金子田美 
③有賀 裕 

･第１回「湖沼浄化
シンポジウム」開
催 

第１２回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成１３年（２００１年）５月２７日 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校 4 年 守屋 遼太さん 

市民新聞掲載記事→ 

ドイツ人講師との活発な意見交
換がされました 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・諏訪湖アダプトプログラムが始まる。行政と住民、企業との役割分担の明確化など新たなパート
ナー 
シップを結び、新しい姿での諏訪湖浄化を呼びかけた。 

 
・地域住民参加の取り組み 諏訪湖アダプト 

住民参加型の諏訪湖浄化の取り組みとして、 

平成 14 年にスタートした。 

諏訪湖の湖周を 32 区間に分け、1区間 500ｍを 

2～3 団体が担当。現在 66 団体が参加している。 

 1 期 3 年契約で、年間 3回以上活動することに 

なっている。  

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 14 年
（2002 年） 
5 月 3 日 

絶好の行楽
日和 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの
二手に分かれ、岡
谷市釜口水門ま
で歩く 

岡谷市下浜区民ｾﾝﾀｰ 
諏訪湖ｱﾀﾞﾌﾟﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの概要説明 
ﾀﾞﾃｲﾘｵ･ﾀﾞﾆｴﾙ氏（県国際交流員）：「ﾀﾞ
ﾆｴﾙさんと遊ぼう、ビンゴゲーム（ｱﾒﾘ
ｶの歴史クイズをもとにしたもの）」 
コンサート：宮下さおり氏（ﾌﾙｰﾄ）と
小池実氏（ｷﾞﾀｰ） 

110 人 
①北原正義 
②金子田美 
③有賀 裕 

・第 4期諏訪湖水
質保全計画（平成
14 年度～平成 18
年度） 
・諏訪湖アダプト
プログラムが始ま
る 

第１３回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成１４年（２００２年）５月３日 

↑諏訪市民新聞掲載記事 
ヨシ実験場をパネルで説明 

湖畔で開会式 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・釜口水門施設見学 

・ウォークの参加者に一昨年の 1 月、東京新大久保駅で人を助けようとして亡くなったイ・スヒ

ョンさんの知人がいたことから、三浦 久氏オリジナル曲の中からイ・スヒョンさんにささげる 

歌を披露。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成15年 
(2003 年) 
5 月 3 日 
絶好のウ
ォーキン
グ日和 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの二
手に分かれ、岡谷
市釜口水門まで歩
く 

釜口水門管棟会議室 
宮原裕一先生（信州大学山地水環境教育セ
ンター） 
環境ホルモンの基礎知識や諏訪湖のダ
イオキシン汚染の実態を解説。 
コンサート：三浦久氏（ﾌｫｰｸｼﾝｶﾞｰ）  
のギターで合唱も楽しむ 

80 人 
①北原 正義 
②金子 田美 
③有賀 裕 

・御神渡りが見ら
れた 

・諏訪湖の浚渫は
平成 15 年度以
降中止 

第１４回 諏訪湖チャリティー・ウォーク 平成１５年（２００３年）５月３日 

山の手線新大久保駅の事故の内容とその後 

東京都新宿区の JR山手線新大久保駅で平成 13 年（2001 年）1月、ホームから転落した男性

を助けようとした韓国人留学生の李 秀賢（イ・スヒョン）さん（当時 26 歳）とカメラマンの

関根 史郎さん（同 47 歳）が線路に降り、3人とも亡くなった。 

この事件を題材とした『あなたを忘れない』は日韓友情年 2005 の記念事業として映画化さ

れた。外務省の要望により天皇皇后両陛下が出席するなど、政治的な話題が多い映画であった。

公開は事故から 6年と 1日後の 2007 年 1 月 27 日。韓国では 2008 年 10 月 30日に公開された。 

同駅には平成 25 年 9 月、事故から 12 年を経てホームドアが設置された。そして、李さんの

両親が 10月 17日、9月にホームドアが設置されたばかりの同駅を訪れ、李秀賢さんと関根史

郎さんの顕彰碑に献花した。 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校 6 年 早出 泰基さん 
 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌

-50-



 

 

※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪まちづくり懇談会会長 

・2001 年の米国での 9.11 テロを受け、日本でもテロ対策特別措置法が制定された。そのため、

この第 15回を最後にフォーラム会場として釜口水門管理事務所会議室の利用、施設見学が不可能

となった。非常に残念。 

・今回のフォーラム会場としての釜口水門管理事務所会議室利用にあたり、諏訪建設事務所のご

協力、ご配慮に深く感謝。当日担当の管理職員の方が、万が一の不審者進入の未然防止のため、

人が出入りするたびに、忙しく鍵を開け閉めされていた様子が今でも目に浮かびます。特に子供

の参加が多かったのでご面倒をおかけしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 16 年 
(2004 年) 
5 月 16 日 

雨 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの二
手に分かれ、岡谷
市釜口水門まで歩
く 

釜口水門管理棟会議室 
平島安人氏(ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ地球環境推
進部)「わたしたちの暮らしと環境
問題」後、地球環境についてのク
イズ諏訪市立四賀小学校合唱部
（平澤洋子教諭）「ブルー諏訪湖」
など 

60 人 
①笠井 明 
②金子田美 
③沖野外輝夫 

・諏訪大社御柱祭り 
・クリーンレイク諏訪
高度処理対応となる 

第１５回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成１６年（２００４年）５月１６日 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校 4 年 東川 文子さん 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪まちづくり懇談会会長 

・長野県共同募金会より活動資金援助 
・フォーラムの新しい形を模索。今回初めてフォーラム時間の大半を合唱にあてた。 
・五味 孝司氏（72 歳）は県内小、中学校での音楽専科教師退職後、長年街角コーラスを指導。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 17 年 
（2005 年）
５月３日 
絶好の行楽

日和 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの二
手に分かれ、岡谷
市釜口水門まで歩
く。 

小口太郎記念公園 
「高原・みず・ひびき」―みん
なで楽しむハーモニー― 今
も慕われる五味孝司先生とと
もに（ｱｺｰﾃﾞｲｵﾝ伴奏と指揮） 

75 名 
① 笠井 明 
② ｶﾙｰｽ･ﾌﾚｯﾄﾞ 
③ 沖野外輝夫 

・文化イベント「諏訪
の長い夜」開催 

第１６回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成１７年（２００５年）５月３日 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校５年 赤羽 のぞみさん 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

スタート直後です 

反時計回りでウォーキング 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪湖事務所長（諏訪地方事務所長） ②実行委員長 ③諏訪環境まちづくり懇談会会長 

・諏訪建設事務所長：平沢 清氏 
・諏訪湖事務所開設（しかしこの年のみ） 
・フォーラムを信州大学山岳科学総合研究所で学ぶ博士・修士課程の学生の研究発表の場として 

とらえるようになる 
・「研究発表・クイズ・音楽」の 3 本立に戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 18 年 
(2006 年) 
５月３日 
さわやかな
五月晴れ 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの二
手に分かれ、岡谷
市釜口水門まで歩
く。 

岡谷市下浜区民センター 
「諏訪湖ウオｯチング 
―小さな命をみつめて」 
―ﾐｼﾞﾝｺと毒、高橋宏和氏（信
大博士課程） 
音楽：Mojo 

130 名 
①八重田修 
②ｶﾙｰｽ･ﾌﾚｯﾄﾞ 
③沖野外輝夫 

・諏訪湖事務所開設（諏
訪地方事務所長） 

・大雨による土石流災害
発生（死者 8名） 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校４年 赤羽 ますみさん 

フォーラムの中でクイズを始める 

Ｑ：諏訪湖とロシアのバイカル湖はどち
らが浅いでしょう？ 
Which is shallower, Lake Suwa or Lake 
Baikal in Russia? 
１諏訪湖  ２．バイカル湖 
Ａ：諏訪湖です 
 諏訪湖諏訪湖の平均の深さは 4m なの
に対してバイカル湖は 1637m で世界で
最も深い湖です。さらに、バイカル湖は
水質がよいことでも有名で世界遺産に
認定されています。  

 

第１７回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成１８年（２００６年）５月３日 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

野外でのコンサート 

宮原先生の司会でクイズ大会 

諏訪市民新聞社寄付の盾 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪湖クラブ会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 19 年 
（2007 年）
５月３日 
さわやかな
五月晴れ 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの二
手に分かれ、岡谷
市釜口水門まで歩
く。 

岡谷市下浜区民ｾﾝﾀｰ 
「池の中の小さな生き物の大
きなはたらき」村上智岐氏（信
大博士課程 1 年生） 
二胡演奏：龍鉄鋼氏 

100 名 
①平沢 清 
②ｶﾙｰｽ･ﾌﾚｯﾄﾞ 
③沖野外輝夫 
 

・第 5期諏訪湖水質保
全計画（平成 19 年度
～平成 23 年度） 
・諏訪湖クラブ発足 

第１８回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成１９年（２００７年）５月３日 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校３年 林 咲穂さん 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

二胡演奏;龍 鉄鋼氏 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪湖クラブ会長 

フォーラム：12:10～13:35（於：岡谷市下浜区民センター） 

研究発表：「諏訪湖の健康診断」 今井 晶子氏（信州大学大学院修士課程１回生） 

ジャズ演奏：諏訪東京理科大学「JAZZ 研究会」 

目 的： 国際交流と環境問題への意識の高揚を目指す 

参加者：154名 

寄付金：36,983円（帰路の乗船代他、諏訪湖浄化の活動資金） 

 

諏訪湖畔にある諏訪市野外音楽堂に集合し、開会式終了後、午前９時より、参加者それぞれが岡谷市

湊方向（時計回り、約8㎞）と下諏訪方向（反時計回り、約8.5㎞）の二方向に分かれて歩き始める。参

加者同士交流しながら、沖野先生、花里先生、宮原先生の３講師を中心に、さらに信州大学の学生さん

達とともに諏訪湖の観察をしながら歩く。花里班はキーポイントの１つであるビオトープでの生物の様

子を解説。宮原班は要所、要所にて水質検査を行う。持ち帰って早速に検査をするためバケツに水を入

れて歩く学生たち。子供の参加が多かったので、沖野先生のアドバイスに従い、歩く速度に注意。いろ

いろ教えてもらいながらの観察歩き、「こんなに楽しく歩けたのは初めて」という嬉しいご意見がアン

ケートにありました。環境の勉強と国際交流をしながらの諏訪湖半周、講師の先生方や学生先生もひっ

ぱりだこでフォーラム開始が10分遅れてしまいましたが、全員無事フォーラム会場に到着。12時10分よ

り、下浜区民センターにてフォーラム開始。恒例の諏訪建設事務所長の八幡 義雄氏に加え、今回は下

浜区長の小口 俊氏にもご挨拶いただく。今後も諏訪建設事務所のご協力はもとより、下浜区の皆様の

ご協力を大いに期待したいと思います。 

フォーラムは３部構成。 

第1部は、信州大学山岳科学総合研究所で学ぶ信州大学大学院修士課程１回生の今井 晶子さんが「諏

訪湖の健康診断」と題して研究発表。諏訪湖の健康状態を知る１つの手だてとしての水の温度を中心に、

湖水の流れの変化や、それらの水草や生き物への影響等を、20分という短い時間でしたが、パワーポイ

ントを使って、小さな子供たちにも分かりやすく説明。後で「試験？」があるので聴く皆も真剣でした。 

第２部は、研究発表を基にした「クイズ」。実はこれが「試験」。英語と日本語のバイリンガルで全員 

が挑戦。３択問題の勝ち残り戦。毎回市民新聞社様からご寄付のステキな賞品の「盾」を目指して奮闘、 

楽しくかつ有意義な時間です。 

第3部は演奏会。今回は諏訪東京理科大学「ジャズ研究会」の仲間達９名。迫力ある演奏を聴かせて

くれました。楽器の搬送、学生達の送迎等、理科大の藤瀬先生と清藤先生、ご苦労さまでした。ありが

とうございました。会場にピアノがあったことも幸いでした。ジャズ演奏をより効果的にしてくれまし

た。14時10分に白鳥丸にて帰諏訪。５月晴れの薫風の中、360度のすばらしい景色を眺めながら、湖上

より今一度諏訪湖を観察しました。 

「環境の学習」も、「楽しく国際交流」も、と欲張りなこの諏訪湖チャリティーウォーク、上記内容

で19回も無事開催できました。皆様、ご協力、本当にありがとうございました。 

今回は小学生ぐらいの子供さんたちの参加が目立ちました。家族ぐるみでの参加は諏訪湖チャリティ

ーウォークの趣旨が、確実に次世代へつなげられていることの証だと思います。また、初めてブラジル

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 20 年 
（2008 年）
５月３日 
晴れ 

諏訪市豊田回り、下諏
訪町回りの二手に分
かれ、岡谷市釜口水門
まで歩く。 

岡谷市下浜区民センター
「諏訪湖の健康診断」今井
晶子氏（信大博士課程 1 年
生） 
ジャズ演奏：諏訪東京理科

大学「JAZZ 研究会」 

154 名 
①八幡義雄 

小口俊 
（下浜区長） 
②ｶﾙｰｽ･ﾌﾚｯﾄﾞ 
③沖野外輝夫 
 

・諏訪湖水陸両用バ
ス運行 
・諏訪湖浄化等推進
協議会発足 

第１９回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成２０年（２００８年）５月３日 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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の方たちも参加。お陰様で「人」と「人」の「温かい出会い」も確実に広がっています。感謝！感謝！      

来年は20周年。JALT(全国語学教育学会)信州支部では記念植樹の計画も立てています。どんな木がよ

いのか等、諏訪湖クラブのみなさんからもお知恵やご意見をいただけると嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

開会式に集まった参加者 開会式の様子 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校６年 山口 留以さん 

諏訪市民新聞掲載記事→ 

水辺で学習会 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪湖クラブ会長 

諏訪湖畔にある諏訪市野外音楽堂に集合し、開会式終了後、午前 8 時 40 分より、参加者全員

岡谷市湊方向（時計回り、約８キロ）に歩き始める。今回は 20 周年ということで、途中で記念

植樹をするため、例外的に一方向にのみ歩いた。参加者同士交流しながら、沖野先生、花里先生、

宮原先生の３講師を中心に、さらに信州大学の学生さん達とともに諏訪湖の観察をしながら歩く。 

暑すぎず、寒すぎずの最高のウォーク日和。各講師と学生さんたちには名札をつけてもらう工夫

もして良かった。専門分野も書いてあり、より学習的なウォーキングになったことでしょう。宮

原班は要所、要所にて、水質検査を行うバケツ持参。  
10 時 30 分より 11 時まで、SUWA ガラスの里より 100 メートルほど岡谷方向で記念植樹をお

こなう。ヤマボウシ 2 本、りんご 2 本。花も実も楽しめるようにと選ばれました。諏訪植木の

折井 俊美様の全面的なご協力のもとに実施できました。折井氏には、事前に土質確認、また穴

掘りとご尽力いただき、そして立派なヤマボウシの木のご寄付等々、本当にお蔭さまでした。「植

樹がよかった。」という声が参加者から多く聞かれました。あらためてお礼申しあげます。 
12 時 30 分より、下浜区民センターにてフォーラム開始。諏訪建設事務所長の八幡 義雄氏の

挨拶で始まりました。今回は来年の御柱の伐採のため、下浜区長、副区長ともご不在で、ご挨拶

いただくことができませんでしたが、お二人や下浜区の全面的なご協力のもとに、あの立派な下

浜区民センターを格安で利用させていただけていますことをご報告させていただきます。今後も

諏訪建設事務所のご協力はもとより、下浜区の皆様のご協力を大いに期待し、お願いしたいと思

います。フォーラムは３部構成。最初に信州大学山岳科学総合研究所で学ぶ信州大学大学院博士

課程 1 年生の君島 祥さんが「ミジンコたちの多様な生存戦略－諏訪湖の生き物たちの相互関係

－」と題して研究発表。諏訪湖の中で、小さな、小さな動物たちの知られざる攻防を分かりやす

く、楽しくお話しいただけました。20 分という短い時間でしたが、一生懸命メモをとっている

小学生らしい子供さんも見られました。すばらしい！ 
第２部は、研究発表や歩きながら観察してきたことを基にした「クイズ」。英語と日本語のバ

イリンガルで全員が挑戦。３択問題の勝ち残り戦。毎回市民新聞社様からのご寄付のステキな賞

品の「盾」を目指して、楽しくかつ有意義な時間です。宮原先生、毎回クイズ作りありがとうご

ざいます。最後は演奏会。今回は下諏訪向陽高等学校吹奏楽部、23 名の皆さん。県下でも優秀

な演奏で知られているだけあって、参加者全員を魅了する迫力あるものでした。顧問の桜井啓也

先生の細かい選曲への配慮もあり、全員が楽しめました。下諏訪向陽高等学校吹奏楽部のレパー

トリーの広さにも感服。「もっと聞きたかった」、「よかった」、「楽しかった」という声も多く寄

せられています。なお、この演奏の実現は、たくさんの楽器搬送を無償で買って出てくださった

諏訪湖クラブ理事の小池 大洋様（スワリク）のご尽力の結果でありますことも、改めて感謝を

もってご報告させていただきます。14 時 40 分に白鳥丸にて帰諏訪。５月晴れの薫風の中、360
度のすばらしい景色を眺めながら、湖上より今一度諏訪湖を観察。  

「環境の学習」も、「楽しく国際交流」も、と欲張りなこの諏訪湖チャリティーウォーク、上

記内容で記念すべき第 20 回も無事開催できました。皆様、ご協力、お力添え本当にありがとう

ございました。今年は特に小さな子供さんたちの参加が目立ちました。全員が無事、保険を使う

事故も無く、楽しく歩けたことが何よりです。家族ぐるみでの参加は諏訪湖チャリティーウォー

クの趣旨が、確実に次世代へつなげられていることを感じさせてくれ、本当に嬉しいです。また、

皆様から寄せられた貴重なご寄付ですが、最高額となりました。本当に感謝です。その中には、

4 月 26 日の総会の折に、「当日参加はできないが」とか、当日「歩けないが」、と手渡してくだ

さったものも含まれております。個々の金額は差し控えさせていただきますが、最高額になる大

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 21 年 
(2009 年） 
5 月 3日 

さわやかな五
月晴 

記念植樹をする
ため参加者全員
時計回りにて釜
口水門で昼食 

岡谷市下浜区民センター
｢ﾐｼﾞﾝｺたちの多様な生存
戦略」信大大学院博士課程
1年 君島 祥 
下諏訪向陽高校吹奏楽部 

164 人 
①八幡義雄 
②ｶﾙｰｽ･ﾌﾚｯﾄﾞ 
③沖野外輝夫 

下水汚泥より金の回
収で国道交通省大臣
表彰受ける 
下水道供用開始 30 周
年記念式典 

第２０回 諏訪湖チャリティーウォーク 平成２１年（２００９年）５月３日 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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きな要因です。これまた、諏訪湖チャリティーウォークの趣旨への理解が少しずつ、少しずつ、

広まっているという事実でしょう。有効に使わせていただきます。ありがとうございました。 
アンケートの回答から毎回参加とか、数回参加という方も少なくないことが分かります。以下

に、アンケートの中のご意見のいくつかをご紹介させていただきます。  
「自然と学習と演奏 すばらしい一日になりました」（55 歳 男）  
「諏訪湖に初めて来て、ウォークでさまざまなものが見られ、話が聞けてよかった。フォーラム

では勉強になる事と子供も参加できるゲームが良いと思う」（39 歳 男） 
「湖のまわりを歩いて新しい発見があってよかったです。りんごの木を植えたのが楽しかった」

（14 歳 女） 
「観光と自然保護の両立は難しいと改めて感じた」（48 歳 男） 
「8 ㎞も歩くのなんて・・・ものすごく大変だったけれど、みんなと話をすることや楽しいこと

だらけでうれしかった。」（9 歳 女） 
「天候に恵まれ、子供と楽しく歩けました。子供は遊覧船に大喜びでした」（38歳 女、5歳 男） 
「心にのこる思い出になりました」（69 歳 男） 
「年に数回おこなってほしい」（68 歳 女） 
「ウォーキングも半周、8 ㎞と参加しやすく、フォーラムも分かりやすかった」（67 歳 女） 
「開会式でもっとしっかり紹介すれば良いと思いました」（10 歳 女） 
ほか、上記でも述べましたが、下諏訪向陽高等学校吹奏楽部の演奏、記念植樹がよかったという

ご意見が多数ありました。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
20 周年を記して植樹したヤマボウシを前に記念撮影をしました 

記念植樹をした場所 

記念植樹は実のなる木が良い

との意見が多く、諏訪植木の折

井さんのご指導もあってヤマボ

ウシ２本とリンゴを２本植える

ことにしました。木の選定や植

樹の段取りなど折井さんには大

変お世話になりました。 

ヤマボウシの花と実            リンゴの花と実 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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信州大学花里先生のわかりやすい講義を 

聞き入る参加者 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

日本タンポポ 

  

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪北小学校４年 渡辺 空美さん 

↑市民新聞掲載記事 

下諏訪向陽高校のブラスバンド演奏 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪湖クラブ会長 
 

諏訪湖畔にある諏訪市野外音楽堂に集合し、開会式終了後、午前 9時より、参加者それぞれが

岡谷市湊方向（時計回り、約 8㎞）と下諏訪方向（反時計回り、約 8.5 ㎞）の２方向に分かれて

歩き始める。参加者同士交流しながら、沖野先生、花里先生、宮原先生の３講師を中心に、さら

に信州大学の学生さん達（13 人）とともに諏訪湖の観察をしながら歩く。花里班はキーポイン

トの１つであるビオトープでの生物の様子を解説。宮原班は要所、要所にて、水質検査を行う。 

子供の参加が多かったので、沖野先生のアドバイスに従い、歩く速度に注意。子供の目線を大事

に歩いてもらう。環境の勉強と国際交流をしながら、いろいろ教えてもらいながらの観察歩き。

学生さん達はそれぞれ名札をつけてくださっていたので、声がかけやすかったのではないでしょ

うか。 心配されたお天気も朝には気持ちよく晴れ、お昼ごろには暑いくらいとなり、参加者一

同、いい汗を流せました。今回は外国人の方々の参加が多かったのも嬉しいことでした。 

12 時 10 分より、下浜区民センターにてフォーラム開始。まず始めに、諏訪建設事務所長、伊

藤 直喜氏にご挨拶をいただく。下浜区長の小口 福三郎氏は都合で残念ながらご挨拶はいただけ

なかった。今後も諏訪建設事務所のご協力はもとより、下浜区の皆様のご協力を大いにお願いい

たします。  

フォーラムは３部構成：  

最初に信州大学山岳科学総合研究所で学ぶ信州大学大学院工学系研究科博士課程１年の伊澤 

智博氏が「ミジンコは水質浄化の立役者」と題して研究発表。諏訪湖の中の小さな生き物と諏

訪湖の水質との関係を 20分という短い時間でしたが、パワーポイントを使って、小さな子供た

ちにも分かりやすく説明。  

第２部は「クイズ」。今回は「諏訪地域についての設問」知っていそうで案外知らないこと等々。

英語と日本語のバイリンガルで全員が挑戦。３択問題の勝ち残り戦。毎回市民新聞社様からのご

寄付のステキな賞品「盾」を目指して、楽しくかつ少し博学になれる（？）時間です。  

最後は Matsumoto Jammers による演奏会。国際色豊かな JALT メンバーたちとその友人たち

で結成されていて、ギター、太鼓、ハーモニカなど、身近な楽器を使っての楽しい演奏でした。

学生さんたちや、「昔学生さんたち」がリズムに合わせて身体で楽しんでいる姿が印象的でした。

英語圏の人たちにはとてもとてもポピュラーな曲ばかりとのことでした。 

14 時 30 分に白鳥丸にて帰諏訪。５月晴れの薫風の中、360度のすばらしい景色を眺めながら、

湖上より今一度諏訪湖を観察。  

「環境の学習」も、「楽しく国際交流」も、と欲張りなこの諏訪湖チャリティ・ウォーク、上

記内容で第 21 回も無事開催できました。毎年、家族ぐるみでのご参加があることは、諏訪湖チ

ャリティー・ウォークの趣旨が、確実に次世代へつなげられていることの証だと思います。皆皆

様、ご協力、ご援助、本当にありがとうございました。労力、時間、お金、等々、お一人お一人

が過分に提供してくださったこと、この場をお借りして、あらためて感謝させていただきます。 

第 21 回の予定は例年どおり、2011 年 5月 3 日（憲法記念日）です。しかし、下浜区民センタ

ーの使用規定により、連続的な利用が難しくなってきていますので、開催日も含めて、再考が必

要かもしれません。 

 
 

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 22 年 
（2010 年）
5月 30 日 

晴れ 

諏訪市豊田回り、下諏
訪町回りの二手に分
かれ、岡谷市釜口水門
まで歩く。 

岡谷市下浜区民センター 
「ﾐｼﾞﾝｺは水質浄化の立役者」 
伊澤智博氏（信大博士課程 1 年生） 
演奏：Matsumoto Jammers 

110 人 
①伊藤直喜 
②ﾏｰｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾘ 
③沖野外輝夫 
 

・御柱祭 
・諏訪サービスエリア
が恋人の聖地に選定さ
れた 
・武井田川、鴨池川河
口に水門設置 

第２１回諏訪湖チャリティーウォーク 平成２２年（２０１０年）５月３日 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌

-60-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諏訪市民新聞掲載記事→ 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪北小学校２年 原 大平さん 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪中学校２年 細田 真莉奈さん 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪湖クラブ会長 

諏訪湖畔にある諏訪市野外音楽堂に集合し、開会式終了後、午前 9時より、参加者それぞれが

岡谷市湊方向（時計回り、約 8㎞）と下諏訪方向（反時計回り、約 8.5 ㎞）の２方向に分かれて

歩き始める。参加者同士交流しながら、沖野 外輝夫先生、花里 孝幸先生、宮原 祐一先生の３

講師を中心に、さらに信州大学の学生さん達（15 人）とともに諏訪湖の観察をしながら歩く。

花里班は例年通りキーポイントの１つであるビオトープでの生物の様子を解説。宮原班はイケチ

ョウガイの養殖を説明。参加者は皆その結果の出るまでに 10 年もの時間が必要なことに大変驚

き、環境問題を考えるにはいかに気を長く、先の先を考えることの大事さを再認識しました。特

に子供たちはヒシの実に大変興味を示し、また諏訪と下諏訪の間の歩道に敷かれているきれいな

砕石のようなものが、実は下水処理場の汚泥処理後にできるスラグであることにびっくりしてい

ました。小さな子供も疲れもみせず、また来年も参加したいと元気よく言ってくれました。  

今年は諏訪東京理科大学システム工学科市川研究室（市川 純章先生は諏訪湖クラブ理事）の

太陽光発電を利用しての「二足歩行ロボットで諏訪湖一周に挑戦」のプログラムとも偶然重なり、

ウォーク参加者の自然への関心をさらに高めたことと思います。  

環境の勉強と国際交流をしながら、いろいろ教えてもらいながらの観察歩きはいかがでしたで

しょうか。お天気も歩くにはちょうどよいくらいで、参加者一同、いい汗を流せました。  

12 時 00 分より、釜口水門管理棟会議室にてフォーラム開始。まず最初に、諏訪建設事務所長、

伊藤 直喜氏にご挨拶をいただく。フォーラムは例年通り３部構成。  

最初に信州大学山岳科学総合所で学ぶ信州大学大学院博士課程１年の小林 宏樹氏が「ウナギ

は水をきれいにする？―魚と水の汚れとの関係―」と題して研究発表。パワーポイントを使って、

小さな子供たちにも分かりやすく説明。「ウナギ」はおいしいだけじゃないんですね！！！  

第２部は、「クイズ」。 英語と日本語のバイリンガルで全員が挑戦。３択問題の勝ち残り戦。 

毎回市民新聞社様からのご寄付のステキな賞品の「盾」を目指して、楽しくかつ少し博学になれ

る（？）時間です。 

最後は 岡谷市立小井川小学校音楽部の合唱。武居 紀代美先生の指揮で、総勢 44 名の小学生

の皆さんによる合唱はどの歌も心に響きました。特に最後の『未来へ』は感動！涙がでてきまし

た。子供たちからは本当に元気をもらえますね。ありがとうございました。 

諏訪湖浄化に夢を託して作られた『ブルー諏訪湖』を、エピソードを交え、譜面作りに貢献し

てくださった五味昭人先生の指揮で全員で歌えたことも今年の収穫です。あらためて故藤原正男

様、飯田 実様のご冥福をお祈りいたします。作詞者ＭＭＭの残るお一人矢島 恵様にはご多忙の

中ご参加くださり感謝です。 

午後 2時 10 分に白鳥丸にて帰諏訪。５月の薫風の中、360 度のすばらしい景色を眺めながら、

湖上より今一度諏訪湖を観察。  

「環境の学習」も、「楽しく国際交流」も、と欲張りなこの諏訪湖チャリティーウォーク、上

記内容で第 22 回も無事開催できました。フォーラムでは、難しい話も適切な長さで、子供たち

は最後まで目を輝かせて積極的にクイズにも挑戦してくれました。毎年の家族ぐるみでの参加は

諏訪湖チャリティーウォークの趣旨が、確実に次世代へつなげられていることの証だと思います。

今年は 11 年ぶりに釜口水門管理棟会議室にてフォーラムが開催できました。会議室からは諏訪

湖が一望でき、諏訪湖チャリティーウォークにふさわしい会場です。これは諏訪建設事務所の関

係者の皆様がたのご理解と北原 正義氏（諏訪湖クラブ理事、前諏訪建設事務所長）と田代 幸雄

氏（諏訪湖クラブ会員、県職員）のお二人が警備にあたってくださったお蔭です。  

皆皆様、ご協力、ご援助、本当にありがとうございました。労力、時間、お金、等々、お一人

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 23 年 
（2011 年） 
5 月 3 日 
はれ 

諏訪市豊田回り、
下諏訪町回りの二
手に分かれ、岡谷
市釜口水門まで歩
く 

釜口水門管理棟会議室 
「ウナギは水をきれいにする？魚
と水の汚れとの関係」小林宏樹氏
（信大大学院博士課程 1 年生） 
演奏：岡谷市立小井川小学校音楽部
（44 名）指揮：武居紀代美教諭 

約 200 人 
①伊藤直喜 
②ﾏｰｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾘ 
③沖野外輝夫 
 

･「諏訪湖周まちじ
ゅう芸術祭」開催 
・諏訪湖水質 COD
が 4.0 と目標 4.6
をクリア 

第２２回諏訪湖チャリティーウォーク 平成２３年（２０１１年）５月３日 
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お一人が過分に提供してくださったこと、この場をお借りして、あらためて感謝申し上げます。  

第 23 回の予定は例年どおり、2012 年 5月 3日（憲法記念日）です。 今から是非ご予定に入 

れておいていただければ幸いです。                                 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式参加者たち 

↑諏訪市民新聞掲載記事 

フォーラムは小井川小学校音楽部の皆さん 
（当日 41 名参加）でしめくくりました。  

諏訪湖の歌「ブルー諏訪湖」を軽快に歌いました。

右端は、合唱の指導者;武居 紀代美先生 
 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞下諏訪南小学校

５年 溝口 宗一朗さん 
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 

朝 6時ころ曇り空。嵐のような雨、風、という天気予報が徹底していたので、覚悟をしてきま
した。ところが、ところがです。予報は大外れ！皆さんが集まるころには青空まで見えてきまし
た。前日にはフォーラムだけを行うクリーンレイク諏訪の会議室を下見。フォーラム時での演奏
者も会場確認にきてくださり、最悪の事態に備えました。が、無駄に終わるという嬉しい誤算。
一日中暑いくらいの好天に恵まれ最高のウォーク日和となりました。さすが！みなさんの日頃
の・・・ですね。 

諏訪湖畔にある諏訪市野外音楽堂に集合し、開会式終了後、午前 9時より、参加者それぞれが
岡谷市湊方向（時計回り、約 8㎞）と下諏訪方向（反時計回り、約 8.5 ㎞）の２方向に分かれて
歩き始める。チャリティーウォークの参加者であることがお互いわかるように今年は黄色のヒモ
を参加者につけていただいた。 

参加者同士交流しながら、沖野 外輝夫先生、花里 孝幸先生、宮原 祐一先生の３講師を中心
に、さらに信州大学の学生さん達（13 人）とともに諏訪湖の観察をしながら歩く。ふだん見過
ごしやすい足元を特によく見て！という開会式での沖野先生のアドバイス。アオコと似ているが
今諏訪湖に見られるのは松の花粉とのこと。花里班は例年通りキーポイントの１つであるビオト
ープでのミジンコなどの生物の様子を解説。プランクトンネットを利用して具体的に観察。イケ
チョウガイの養殖は下諏訪沖のいけすで行われている。今年は養殖実験開始 2年目。フォーラム
での研究発表を楽しみに歩く。    

12 時 00 分より、釜口水門管理棟会議室にてフォーラム開始。最初に、諏訪建設事務所長、河
西 明彦氏に、最後にクリーンレイク諏訪所長の武田 政弘氏にご挨拶をいただく。 
フォーラムは３部構成：  

最初に信州大学山岳科学総合研究所で学ぶ福島県出身の信州大学大学院工学系研究科博士課
程２年の吉田 知可氏が「二枚貝が水をきれいにする？」と題して研究発表。諏訪湖での研究に
ついてとてもわかりやすく説明してくれた。巻貝と違って、どうして二枚貝のほうが水をきれい
にするのか、二枚貝を使うメリットは？諏訪湖浄化に必要な数の計算などについてイラストがた
っぷり入ったスライドを見せながら解説。例えば、１平方メートルの面積の広さは、人によって
はなかなかピンと来ないのですが、畳一枚の半分ちょっと(約６０％)だとイラストを使っての上
手な表現。きっと小さい子供にも分かってらえたことでしょう。ちなみに、講演後のクイズで優
勝したのは小学生ばかりでした。 

第２部は、「クイズ」。 英語と日本語のバイリンガルで全員が挑戦。３択問題の勝ち残り戦。 
毎回市民新聞社様からのご寄付のステキな賞品の「盾」を目指して、楽しくかつ少し博学になれ
る（？）時間です。 

最後は ＭＵＳＩ３によるギターと歌の演奏。 司会は松木祐基子氏、会を盛り上げてくれた。 
特別出演のエデｲ・レイノルズ氏（塾英語講師）が『Fly Me To the Moon』と『Country Road』
を熱唱。最後に諏訪湖浄化に夢を託して作られた『ブルー諏訪湖』をみんなで歌う。この歌はこ
のウォークのテーマソングにしようということにもなっている。全員で歌う曲もいくつかあり
「みんなでファンタイム」を文字どおり“楽しく”過ごす。 

午後 2時 10 分に白鳥丸にて帰諏訪。５月の薫風の中、360 度のすばらしい景色を眺めながら、
湖上より今一度諏訪湖を観察。  

「環境の学習」も、「楽しく国際交流」も、と欲張りなこの諏訪湖チャリティーウォーク、上
記内容で第 23 回も無事開催できました。今年は悪天候が予想され、例年の半分以下という参加
者でしたが、密度の濃いものであったと思います。フォーラムでは、難しい話も子供たちにも分

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成24年 
(2012 年) 
5 月 3 日 
晴れ 

諏訪市豊田回
り、下諏訪町回
りの二手に分か
れ、岡谷市釜口
水門まで歩く 

釜口水門管理棟会議室 
「二枚貝が水をきれいにする？」
吉田知可氏（信大博士課程 2 年生）
演奏： MUSI3 によるギターと歌 
特別出演：ｴﾃﾞｨ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ氏（蚕虹英
語塾講師）司会：松木祐基子氏 

60 人 
① 河西明彦 
小口俊 
（下浜区長） 
②ﾏｰｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾘ 
③沖野外輝夫 
 

・御神渡り 
・諏訪湖水質保全計画（平
成 24 年度～平成 28 年度） 
・片倉館国指定重要文化財
指定 
・諏訪湖環境改善行動会議
発足 
・横河川河口に横河川白鳥
橋完成 

第２３回諏訪湖チャリティーウォーク 平成２４年（２０１２年）５月３日 
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かるように工夫をしていただきました。また参加者が少なかったにもかかわらず、参加者がたく
さんの寄付をしてくださいました。さらに谷 辰夫理事、小林 聖仁理事は不参加にもかかわらず、
大口寄付をしてくださいました。また、昨年同様に今年も釜口水門管理棟会議室にてフォーラム
が開催できました。会議室からは諏訪湖が一望でき、諏訪湖チャリティーウォークにふさわしい
会場です。これは諏訪建設事務所の関係者の皆様がたのご理解と警備に八幡 義雄氏（諏訪湖ク
ラブ理事、前諏訪建設事務所長）と田代 幸雄氏（諏訪湖クラブ会員、県職員）のお二人があた
ってくださったお蔭です。みなさんそれぞれがそれぞれに「時間、労力、お金」を提供してくだ
さっています。 

直接、間接に、本当に多くの方々が援助、協力をしてくださっていることをあらためて思いま 
す。すべてに対し、この場をお借りして、あらためて感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました。 
悪天候を覚悟し、前日にクリーンレイク諏訪の会議室の下見までしましたが、予報が大外れと

なり最高のウォーク日和となりました。今年は、昨年から始めたイケチョウ貝の養殖の説明と例
年通りのビオトープの観察もありました。 

今年から、諏訪湖管理の担当が下水道課（合同庁舎内）から維持管理課（ｸﾘｰﾝﾚｲｸ諏訪内）に
変更になりました。最後は武田 政弘氏（ｸﾘｰﾝﾚｲｸ諏訪所長）にご挨拶いただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開会式の様子 

金子田美さんの司会進行 ビオトープでの観察会 

諏訪市民新聞掲載記事↑ 下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校３年 今井 咲さん 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪湖クラブ会長 

朝から快晴！「24 回中でもこれだけのお天気は珍しい」と開会式挨拶での沖野会長の弁。昨

年に引き続きどなたかの行いがとても良かったようです。諏訪湖畔にある諏訪市野外音楽堂に集

合し、開会式終了後、午前 9時ごろ、三々五々、二方向[ 岡谷市湊方向（時計回り、約 8㎞）と

下諏訪方向（反時計回り、約 8.5 ㎞）]に分かれて歩き始める。昨年同様チャリティーウォーク

の参加者であることがお互いわかるように黄色のヒモを参加者につけてもらった。参加者同士交

流しながら、沖野 外輝夫先生、花里 孝幸先生、宮原 祐一先生の３講師を中心に、さらに信州

大学の学生さん達（12 人）とともに諏訪湖の観察をしながら歩く。今年は低温気象のため、雪

で真っ白になった北アルプスや富士山も見ることができた。今回は花里先生が初めて下諏訪方向

へ、プランクトンを採取しながら、また、宮原先生が湊方向へ、諏訪湖の希少種の水草観察を。

1週間前に撮影した資料も用意してくださり、子供たちも珍しい水草を発見することができたの

ではないでしょうか。これからも諏訪湖に行って水草の成長を見ていきましょう。建設事務所（維

持管理課）で用意してくださった資料がまたよくできていて、諏訪湖周辺のことがよく分かりま

す。大事に活用させていただきます。それぞれのご準備あらためて感謝いたします。 

12 時 00 分より、釜口水門管理棟会議室にてフォーラム開始。最初に、諏訪建設事務所長、河

西 明彦氏にご挨拶をいただく。 

 フォーラムは３部構成：  

最初に信州大学山岳科学総合研究所で学ぶ沖縄県名護市出身の信州大学大学院工学系研究科

博士課程２年の戸田 龍太郎氏が「諏訪湖に棲むワカサギに寄生するミジンコ」と題して研究発

表。自らの研究についてとてもわかりやすく説明してくれた。寄生虫というとあまり良い印象が

ないが、必ずしも悪い面ばかりでなく良い寄生虫もあることが分かり、寄生虫への一般的な印象

を変えてくれた。「バイキンマン」の表現やイラストがたっぷり入ったスライドを見せたり、小

さな子供たちにも分かるように努力工夫が見られ、学生さんたちの発表方法も年々上達している

感じです。小さな子供たちへの研究発表は本当に難しいですからね。  

第２部は、「クイズ」。英語と日本語のバイリンガルで全員が挑戦。３択問題の勝ち残り戦。毎

回市民新聞社様からご寄付のステキな賞品を目指して、楽しくかつ少し博学になれる（？）時間

です。生物同士の共生の重要性も自然に教えてもらっています。 

最後は 宮坂 千恵美氏とその門下生（宮田 紫央氏他）の「ピアノと歌のプレゼント」。 司

会は宮坂先生の娘さんで、会を盛り上げてくれました。最後にこのウォークのテーマソングとな

っている諏訪湖浄化に夢を託して作られた『ブルー諏訪湖』をみんなで歌う。諏訪湖クラブ会員

の有賀メアリーさんが英訳をしてくれた。プロジェクターで歌詞がみんなに分かるようにしたこ

とも今年の工夫の一つで、参加者もより楽しく歌えたと思います。 

閉会後、５月の薫風の中、360 度のすばらしい景色を眺めながら、湖上より今一度諏訪湖を観

察。スワン丸の出航が 40分ほど遅れたが、無事帰諏訪。  

「環境の学習」も、「楽しく国際交流」も、と欲張りなこの諏訪湖チャリティーウォーク、上

記内容で第 24 回も無事開催できました。今年は特に親子で参加してくださった方々が目立った

ように思います。歩きながら子供たちが湖に手を入れたり、「本当に諏訪湖に親しみながら歩い

た」という印象が強いようです。年々その傾向が強くなってきていることを本当に嬉しく思いま

す。 

寄付では小学生がポケットマネーから 500 円も、また例年大口寄付をしてくださる理事や参加

者も。感謝です。しかし目に見える金品だけではなく、目に見えない形で協力をしてくださって

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

平成 25 年 
（2013 年）
5月 3日 
晴れ 

諏訪市豊田回り、下諏
訪町回りの二手に分
かれ、岡谷市釜口水門
まで歩く 

釜口水門管理棟会議室 
「諏訪湖に棲むﾜｶｻｷﾞに寄生す
るﾐｼﾞﾝｺ」戸田龍太郎氏 
（信大大学院博士課程２年生） 
演奏：ﾋﾟｱﾉと歌のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 
宮下千恵美氏と門下生（宮田紫
央氏他） 
司会：宮下千恵美氏娘 

約 120 名 
①河西明彦 
②ﾏｰｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾘ 
③沖野外輝夫 
 

・御神渡り 
・クリーンレイク諏
訪の屋上で太陽光
発電1000kwh始まる 
・オリジナルフレー
ム切手「諏訪湖の花
火」販売 

第２４回諏訪湖チャリティーウォーク 平成２５年（２０１３年）５月３日 
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いる方もたくさんたくさんいらっしゃいます。昨年同様に今年も釜口水門管理棟会議室にてフォ

ーラムが開催できたのもその一つです。諏訪建設事務所の関係者の皆様がたのご理解、また警備

の八幡 義雄氏（諏訪湖クラブ理事、元諏訪建設事務所長）と田代 幸雄氏（諏訪湖クラブ会員、

県職員）、ありがとうございました。お疲れさまでした。  

皆さんそれぞれがそれぞれに「時間、労力、お金」を提供してくださっています。直接、間接

に、本当に多くの方々が援助、協力をしてくださっています。すべてに対し、この場をお借りし

て、あらためて感謝申し上げます。 本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

信大生 戸田 龍太郎君の講演 

宮下 千恵美氏と門下生の歌 

諏訪市民新聞掲載記事↑ 

沖野 外輝夫氏あいさつ 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
諏訪湖浄化ポスター最優秀賞 

下諏訪南小学校５年 林 優希さん 

下諏訪桟橋で諏訪湖観察 
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※①諏訪建設事務所長 ②実行委員長 ③諏訪湖クラブ会長 

朝から快晴！毎回最悪時を想定はしてはあるものの 25 回中荒天は１回のみ。今回もすばらし

いお天気に感謝！諏訪湖畔にある諏訪市野外音楽堂に集合し、開会式終了後、午前 9時ごろ、三々

五々、二方向[ 岡谷市湊方向（時計回り、約 8㎞）と下諏訪方向（反時計回り、約 8.5 ㎞）に分

かれて歩き始める。昨年同様チャリティー・ウォークの参加者であることがお互いわかるように

黄色のヒモを各自身につけてもらった。参加者同士交流しながら、沖野 外輝夫先生、花里 孝幸

先生、宮原 祐一先生の３講師を中心に、さらに信州大学の学生さん達（10人）とともに諏訪湖

の観察をしながら歩く。 

こんなエピソードがありました。『10歳くらいの好奇心旺盛なナオキ君、学生や大人たちに「桜

は何科？」など、クイズのようにどんどん質問をしながら、走りまわったり、魚を探したりと、

それは、それは楽しそうに歩きました。その姿が周りの人、特に大人や学生たちを一層元気にさ

せ、皆笑顔いっぱいでウォークを楽しみました。』 

彼はどんな大人になるでしょう。少なくとも自然を大事にしようという大人になってくれるの

では・・・  

このウォークの最大の良さ「大勢の子供たちの参加」も再認識でき明日に希望を感じさせてくれ

るお話です。 

八幡義雄元諏訪建設事務所長や諏訪建設事務所で今年も用意してくださった資料は見て楽し

いだけでなく、諏訪湖周辺を歩く人たちにとても参考になります。今後様々なウｵｰｸにも紹介し

大いに活用していただくと良いのではないでしょうか。それぞれのご準備、あらためて感謝いた

します。 

12 時 00 分より、釜口水門管理棟会議室にてフォーラム開始。最初に、諏訪建設事務所長、田

代幸雄氏にご挨拶をいただく。 

 フォーラムは３部構成：  

最初に信州大学名誉教授沖野外輝夫先生が「諏訪湖とどうつきあう？―自然の生態系って？―」

と題して記念講演。大正時代から現在に至るまでの諏訪湖の様子が紹介されました。今のような

堤防のなかった諏訪湖、コンクリートの岸壁で囲まれた諏訪湖、緑色の諏訪湖、等々。一目で諏

訪湖の変遷が分かります。その都度の私たち人間の関わり方を映し出しているとも言えます。「将

来どんな諏訪湖になってほしいか」ということで書いてもらったところ、かなりの人たちが「泳

げる諏訪湖」という意見でした。それぞれのご意見に先生からお話をしていただく予定でしたが、

時間が短すぎて不十分となり、先生やまた皆様には申しわけありませんでした。 

第２部は、「クイズ」。英語と日本語のバイリンガルで全員が挑戦。３択問題の勝ち残り戦。毎

回市民新聞社様からのご寄付のステキな賞品を目指して、楽しくかつ少し博学になれる（？）時

間です。宮原先生や学生さんたちが「工夫」をしてくださり、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰｽｸﾘｰﾝを見るだけでも楽

しかったです。時間の都合上いくつかのクイズがお蔵入りしてしまいました。さらに面白いもの

を考えてくださっていたのにこれまたすみませんでした。 

最後は「明日に向かう子供たちの歌声」で小口智子先生指揮の下諏訪町立下諏訪北小学校合唱

部の皆さん。子供たちの歌声にはいつも本当に癒され、励まされます。ありがとうございました。

最後にこのウォークのテーマソングとなっている諏訪湖浄化に夢を託して作られた『ブルー諏訪

開催日 プログラム フォーラム 参加者 その年のできごと 

5 月 3 日 
はれ 

諏訪市豊田回り、下
諏訪町回りの二手に
分かれ、岡谷市釜口
水門まで歩く 

釜口水門管理棟会議室  
記念講演：「諏訪湖とどう
つきあう？―自然の生態
系って？―」沖野外輝夫信
大名誉教授 
演奏：下諏訪町立下諏訪北
小学校合唱部 

指揮：小口智子先生 

約 140 名 
①田代幸雄 
②有賀ﾒｱﾘ 
② 沖野外輝夫 
 

・元気な地域へ情報発
信「すわまちクラブ」

胎動 

第２５回諏訪湖チャリティーウォーク 平成２６年（２０１４年）５月３日 
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湖』をみんなで歌う。 

閉会後、５月の薫風の中、360 度のすばらしい景色を眺めながら、湖上より今一度諏訪湖を観

察して、無事帰諏訪。 

「環境の学習」も、「楽しく国際交流」も、と欲張りなこの諏訪湖チャリティーウォーク、上

記内容で第 25 回を無事終えたところで、四半世紀の歴史に幕を閉じることとなりました。諏訪

湖ウｵークのさきがけ、そして官民産学が一致協力して活動できたという極めて稀な行事です。

「諏訪湖チャリティー・ウォーク」は終わりますが、その精神は将来にまで受け継がれていくこ

とでしょう。環境問題への啓発に対し「今後も何らかの形でこうした取り組みを続けていきたい。」

と諏訪湖チャリティー・ウォークの言いだしっぺで再度 JALT 信州の会長となった有賀メアリー

（初代会長）も言っております。どのようなことが良いのか、またできるのか模索を始めていま

す。是非皆様のお知恵もお貸しください。 

例年大口寄付をしてくださる理事や参加者の皆様に感謝です。しかし、目に見える金品だけで

はなく、目に見えない形で協力をしてくださっている方もたくさんたくさんいらっしゃいます。

昨年同様に今年も釜口水門管理棟会議室にてフォーラムが開催できたのもその一つです。諏訪建

設事務所の関係者の皆様がたのご理解、また警備の北原 正義氏（諏訪湖クラブ会員、元諏訪建

設事務所長）、八幡 義雄氏（諏訪湖クラブ理事、元諏訪建設事務所長）、ありがとうございまし

た。お疲れさまでした。  

皆さんそれぞれがそれぞれに「時間、労力、お金」を提供してくださってきました。25 回に

至るまで、直接に、間接に、本当に多くの様々な方々が援助、協力をしてきてくださいました。 

関係者すべてに対し、この場をお借りして、あらためて感謝申し上げます。  

25 年間本当にありがとうございました 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 

 
 
 
 
 

スタッフの紹介 

会長メアリーさんのあいさつ 

↑信濃毎日新聞掲載記事 

諏訪湖チャリティー・ウォーク記念誌

-69-



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

↑諏訪市民新聞掲載記事 
下諏訪町立下諏訪北小学校合唱部 

指揮：小口 智子教諭 

釜口水門管理棟で行われたフォーラムの様子 
 
長野日報新聞掲載記事→ 
平成 26 年 5 月 4 日 
紙面より 
 

元諏訪建設事務所長でこの
イベントに協力を頂いた北原
正義さん（伊那市）も参加して
頂きました。 

沖野 外輝夫先生の講演 
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平成 19 年クイズ大会の様子です  
クイズは諏訪湖に関するもので宮原裕一先生
からの出題です 

クイズ大会に勝ち残った人には後援して頂いて
いる市民新聞社から記念の楯が送られました 
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午前 9 時 35 分 
コウホネの自生地新しい芽が水面から
顔を出していました。 

コースの案内  時間は第 24 回実施例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａコース 時計回り 

出発点 

フォーラム会場 

Ａコース 

Ｂコース 
Ａコース 

 時計周り 
 距離 8.1km 
出発点→クリーンレイク諏

訪→みなと→釜口水門 
B コース 

 時計逆周り 
距離 7.9ｋｍ 

 出発点→下諏訪町→横河 
 川→釜口水門 

午前 8 時 47 分 
A コース 
宮原先生が水生植物の解説をして頂き
ました 

午前 9 時 33 分 
天然真珠をめざしせきちょう貝の養殖
しているイケス 

午前９時 53 分 
B コース 
沖野先生、花里先生に解説して頂きまし
た。 

午前 9 時 22 分 
諏訪湖博物館、赤彦記念館付近です 

Ｂコース 時計逆回り 
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午前 10 時 03 分 
漁港の中に生息するアサザ。かなりの数
のアサザが見られました。 

午前 10 時 32 分 
20 周年を記念して植樹したりんごがす
くすく育っていました。 

午前 11 時 03 分 
今年は４月 11 日 21 日の 2 回積雪の影
響か？桜の花がまだ咲いています。 

午前 10 時 42 分 
平成 24 年 12 月に完成しました。横河
川白鳥橋、諏訪湖マラソンのコースが変
わります。 

午前 10 時 10 分 
下諏訪港の桟橋で
プランクトンを採
取し、花里先生から
説明いただきまし
た。 

午前 10 時 04 分 
毎年 10 月にここ

で行われる諏訪湖
レガッタは全国か
ら参加される大き
な大会です。 

午前 9 時 43 分 
天候が良く、白衣の富士山が遠望できま
した。この箇所は関東の富士見百景に選
ばれています。 
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帰りは白鳥丸で諏訪湖からの風景を満喫
です 
午後 2 時 45 分上諏訪桟橋降船 

ご苦労様でした（解散） 

午後 2 時 20 分岡谷桟橋にて乗船 

無事釜口水門に到着 
午前 11 時 1⑸分～正午 釜口水門付近
で昼食 

フォーラム 正午～ 
場所 釜口水門管理棟会議室 
「歌とピアノのプレゼント」 
宮坂千恵美さん＆宮田紫央さん  
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ポ
が
多
く
見
ら

れ
ま

す
。
。

西
洋
タ

ン
ポ
ポ

日
本
タ

ン
ポ
ポ

5
月

2日
付

け
の

市
民

新
聞

に
、

特
集

を
し

て
頂

い
た

こ
と

に
よ

り
多

く
の

方
が

参
加

し
て

く
れ

ま
し

た
。

日
本
タ

ン
ポ
ポ

や
ま

ぼ
う

し

参
加

者
全

員
の

記
念

写
真

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

２
０

周
年

を
記

念
し

て
、

岡
谷

市
と

諏
訪

市
の

境
に

リ
ン

ゴ
２

本
と

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
２

本
を

記
念

植
樹

し
ま

し
た

。
諏

訪
植

木
（
株

）の
折

井
さ

ん
の

協
力

を
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

中
央

の
花

穂
を

坊
主

頭
に

、
４

枚
の

花
び

ら
を

白
い

頭
巾

に
見

立
て

比
叡

山
の

「山
法

師
」
に

な
ぞ

ら
え

た
秋

に
は

実
が

イ
チ

ゴ
の

よ
う

に
熟

し
食

べ
ら

れ
ま

す
。

リ
ン

ゴ

花
は

最
初

は
ピ

ン
ク

で
満

開
時

は
白

く
な

る
。

小
さ

な
リ

ン
ゴ

は
秋

に
熟

し
食

べ
ら

れ
る

が
酸

っ
ぱ

い
。

下
浜

区
の

協
力

を
頂

き
、

下
浜

区
民

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

下
諏

訪
向

陽
高

校
ブ

ラ
ス

バ
ン

ド
の

演
奏

を
楽

し
み

ま
し

た
。

帰
り

は
、

白
鳥

丸
に

乗
っ

て
帰

り
ま

し
た

信
州

大
学

花
里

先
生

の
わ

か
り

や
す

い
講

義
を

聞
き

入
る

参
加

者

全
国

語
学

教
育

学
会

J
A

L
T
信

州
支

部
と

諏
訪

湖
ク

ラ
ブ

な
ど

が
毎

年
開

催
し

て
い

る
諏

訪
湖

チ
ャ

リ
テ

ィ
ウ

ォ
ー

ク
が

５
月

３
日

に
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
地

元
諏

訪
や

遠
く

松
本

市
か

ら
の

参
加

者
を

含
め

約
１

１
０

人
が

参
加

し
、

諏
訪

市
湖

畔
公

園
か

ら
時

計
回

り
に

岡
谷

市
の

釜
口

水
門

ま
で

約
８

キ
ロ

を
信

州
大

学
の

花
里

先
生

等
の

説
明

を
受

け
た

り
自

然
に

触
れ

な
が

ら
散

策
を

楽
し

み
ま

し
た

。
今

回
は

２
０

周
年

を
記

念
し

て
。

岡
谷

市
と

諏
訪

市
境

に
赤

い
実

の
な

る
姫

リ
ン

ゴ
と

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
を

、
参

加
者

全
員

で
植

樹
し

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

の

コ
ー

ス
の

紹
介

諏
訪

湖

諏
訪

市

岡
谷

市

植
樹

箇
所

新 川

諏
訪

湖

植
栽

の
位

置
図

さ
ざ

な
み

道
路

岡 谷 茅 野 線

伸 び た 長 さ

西
洋

タ
ン

ポ
ポ

の
が

く
は

反
り

返
っ

て
い

る
の

が
特

徴
で

す

7
7
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釜 口 水 門

諏
訪

市

岡
谷

市

下
諏

訪
町

横 河 川

塚 間 川

承 知 川 上 川

武 井 田 川

鴨 池 川

舟 渡 川
宮 川

島 崎 川

中 門 川

衣 之 渡 川

十 四 瀬 川

新 川

砥 川

諏
訪

湖
標

高
は

7
59

ｍ
、

面
積

は
13

.3
km

2
、

周
囲

は
1
5
.9

km
、

平
均

水
深

約
4
m

で
す

。
広

さ
は

信
州

一
で

す
が

全
国

で
は

ク
ッ

チ
ャ

ロ
湖

の
次

の
２

３
番

目
で

す
。

ヒ
シ

が
多

く
見

ら
れ

る
区

域
６

月
頃

に
1
c
m

く
ら

い
の

白
い

花
を

咲
か

せ
ま

す
。

諏
訪

湖
ア

ダ
プ

ト
諏

訪
湖

周
１

６
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
を

３
２

区
間

に
分

け
、

各
団

体
が

美
化

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

上
川

諏
訪

湖
に

流
入

す
る

一
級

河
川

（県
管

理
）
は

１
５

あ
り

ま
す

が
一

番
長

い
の

が
上

川
で

す
。

遠
く

八
ヶ

岳
か

ら
流

れ
て

き
ま

す

複
層

ボ
ー

ダ
ー

植
栽

咲
く
時

期
が

違
う

花
を

植
え

い
つ

も
花

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

し
た

花
壇

で
す

。

ビ
オ

ト
ー

プ
自

然
を

再
生

し
た

池
を

つ
く
り

ま
し

た
。

魚
や

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

な
ど

多
く
の

生
物

が
住

ん
で

い
ま

す
。

富
士

山
が

き
れ

い
に

見
え

ま
す

関
東

富
士

見
１

０
０

景
に

選
ば

れ
ま

し
た

。
遠

く
離

れ
た

こ
の

地
か

ら
見

ら
れ

る
の

は
フ

ォ
ッ

サ
マ

グ
ナ

断
層

帯
が

続
い

て
い

る
た

め
で

す
。

昔
の

釜
口

水
門

コ
ー

ス
Ｂ

コ
ー

ス
Ａ

石
彫

公
園

昭
和

５
３

年
の

「
国

際
彫

刻
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
に

参
加

さ
れ

た
世

界
７

カ
国

の
彫

刻
家

の
作

品
が

展
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
羊

の
ブ

ロ
ン

ズ
像

は
下

諏
訪

町
出

身
の

大
和

作
内

さ
ん

の
作

品
で

す

渋
の

エ
ゴ

湖
内

残
存

地

水
生

植
物

の
密

集
地

エ
ゴ

は
入

江
を

意
味

し
て

い
ま

す
。

ジ
ョ

ギ
ン

グ
ロ

ー
ド

足
に

優
し

い
舗

装
が

さ
れ

て
い

ま
す

。
平

成
３

年
度

に
国

土
交

通
省

「
郷

土
手

づ
く
り

賞
」
を

頂
き

ま
し

た
。

岡
谷

湖
畔

公
園

岡
谷

市
出

身
小

口
太

郎
作

っ
た

「
琵

琶
湖

就
航

の
歌

」の
歌

碑
が

あ
り

ま
す

。

横
河

川
白

鳥
の

飛
来

地
と

し
て

有
名

で
す

。
現

在
新

橋
の

工
事

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
平

成
２

４
年

度
完

成
予

定

砥
川

市
街

地
を

中
心

に
河

川
改

修
工

事
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
諏

訪
湖

漁
業

組
合

が
河

口
の

砂
地

を
活

か
し

て
，

潮
干

狩
り

が
出

来
る

よ
う

シ
ジ

ミ
の

放
流

を
お

こ
な

っ
て

い
ま

す
。

武
井

田
川

水
門

平
成

2
2
年

度
に

完
成

し
た

水
門

で
す

。
諏

訪
湖

の
水

位
が

上
が

り
逆

流
が

発
生

し
た

と
き

に
閉

め
ら

れ
ま

す
。

諏
訪

湖
の

水
質

諏
訪

湖
の

浄
化

に
対

す
る

地
域

の
皆

様
の

努
力

で
諏

訪
湖

の
水

質
が

改
善

傾
向

で
す

。
平

成
2
3
年

度
は

、
特

に
化

学
的

酸
素

要
求

量
：
C

O
D

が
４

．
０

と
水

質
保

全
計

画
の

目
標

値
４

．
６

を
大

き
く
ク

リ
ア

し
ま

し
た

。

最
近
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

出
発
点

諏
訪
湖
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ク

ク
リ

ー
ン

レ
イ

ク
諏

訪
下

水
道

終
末

処
理

場
で

す
、

平
成

２
１

年
に

焼
却

炉
の

灰
の

中
か

ら
金

を
回

収
し

話
題

と
な

り
ま

し
た

。
屋

上
を

利
用

し
た

太
陽

光
発

電
も

具
体

化
し

て
き

ま
し

た
。

天
竜

川

諏
訪

湖
博

物
館

赤
彦

記
念

館
も

併
設

さ
れ

て
い

ま
す

。
県

指
定

文
化

財
ま

る
た

舟
や

諏
訪

湖
独

特
の

漁
具

な
ど

が
展

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

諏
訪

市
市

花
ア

ヤ
メ

、
ニ

ッ
コ

ウ
キ

ス
ゲ

市
木

き
は

だ
、

か
り

ん

下
諏

訪
町

町
の

花
つ

つ
じ

町
の

木
桜

岡
谷

市
市

の
花

つ
つ

じ
市

の
木

い
ち

い

湖
底

に
眠

る
曽

根
遺

跡
明

治
末

期
に

大
量

の
土

器
片

石
器

類
が

発
見

さ
れ

ま
し

た
。

諏
訪

湖
の

し
ゅ

ん
せ

つ
も

こ
の

エ
リ

ア
は

避
け

ま
し

た
。

水
辺

整
備

諏
訪

湖
の

周
囲

を
テ

ー
マ

を
こ

め
て

水
辺

整
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

平
成

２
４

年
度

は
こ

の
区

間
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

平
成

２
４

年
５

月
３

日
行

事
予

定

開
会

式
（8

:3
0）

↓
出

発
(9

:0
0)

↓
A

,コ
ー

ス
時

計
回

り
8
.1

ｋ
ｍ

Ｂ
コ

ー
ス

時
計

逆
回

り
7.

9
ｋ

ｍ
↓

岡
谷

湖
畔

公
園

周
辺

で
昼

食
↓

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
12

:0
0
）

釜
口

水
門

管
理

棟
2
階

↓
解

散
（
13

:3
0）

↓
遊

覧
船

乗
船

(1
4
：
10

)
↓

降
船

（
1
4
:3

0
）

乗
船

釜
口

水
門

管
理

棟

2
代

目
（
現

釜
口

水
門

）が
昭

和

6
3
年

に
完

成
し

ま
し

た
。

こ
こ

か
ら

天
竜

川
が

始
ま

り
ま

す
。

太
平

洋
ま

で
延

長
２

１
３

ｋ
ｍ

あ
り

ま
す

。

横
河

川
河

口
の

ハ
ク

チ
ョ
ウ

た
ち

Ｎ

記
念

植
樹

2
0周

年
を

記
念

し
て

植
樹

を
し

ま
し

た
。

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
と

リ
ン

ゴ
（原

種
）
で

す
。

果
実

が
な

る
木

で
す

の
で

今
後

楽
し

み
で

す
。

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
の

実

消
波

堤

躯
体

に
は

発
砲

ス
チ

ロ
ー

ル

が
使

用
さ

れ
浮

い
て

い
ま

す
。

諏
訪

湖
ふ

れ
あ

い
渚

平
成

8
年

7
月

2
0
日

海
の

日
に

「
日

本
の

渚
百

選
」
に

選
ば

れ
ま

し
た

。

ヒ
シ

の
花

距
離

標
諏

訪
湖

の
ま

わ
り

に
設

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

め
ざ

す
箇

所
ま

で
の

距
離

が
わ

か
り

ま
す

。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場

６
９
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釜 口 水 門

諏
訪

市

岡
谷

市

下
諏

訪
町

横 河 川

塚 間 川

承 知 川 上 川

武 井 田 川

鴨 池 川

舟 渡 川
宮 川

島 崎 川

中 門 川

衣 之 渡 川

十 四 瀬 川

新 川

砥 川

諏
訪

湖
（
す

わ
こ

）

標
高

（ひ
ょ

う
こ

う
）は

75
9
ｍ

、
面

積
（
め

ん
せ

き
）は

1
3.

3k
m

2
、

周
囲

（し
ゅ

う
い

）
は

15
.9

km
、

平
均

水
深

（
へ

い
き

ん
す

い
し

ん
）

4.
7
m

で
す

。
広

さ
は

信
州

一
で

す
が

全
国

で

は
ク

ッ
チ

ャ
ロ

湖
の

次
の

２
３

番
目

で
す

。

ヒ
シ

が
多

（
お

お
）
く
み

ら
れ

る
区

域

（く
い

き
）

６
月

こ
ろ

に
1c

m
く
ら

い
の

白
い

花

（は
な

）
を

咲
（
さ

）か
せ

ま
す

。

諏
訪

湖
ア

ダ
プ

ト

諏
訪

湖
周

１
６

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

を
３

２
区

間

に
分

け
、

各
団

体
（か

く
だ

ん
た

い
）
が

美
化

活
動

（
び

か
か

つ
ど

う
）
に

取
（
と

）

り
組

（
く
）ん

で
い

ま
す

。

上
川

（か
み

か
わ

）

諏
訪

湖
に

入
る

一
級

（い
っ

き
ゅ

う
）
河

川
は

１
５

あ
り

ま
す

が
一

番
な

が
い

の

が
上

川
で

す
。

遠
（
と

お
）
く
八

ヶ
岳

（
や

つ
が

た
け

）
か

ら
流

れ
て

き
ま

す

複
層

（ふ
く
そ

う
）
ボ

ー
ダ

ー
植

栽
（
し

ょ
く
さ

い
）

さ
く
時

期
（じ

き
）
が

こ
と

な
る

花
（は

な
）を

う
え

い
つ

も
花

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

（く
ふ

う
）し

た
花

壇
（か

だ
ん

）
で

す
。

ビ
オ

ト
ー

プ

自
然

（し
ぜ

ん
）を

再
生

（
さ

い
せ

い
）し

た
池

（
い

け
）
を

つ
く
り

ま
し

た
。

魚
（
さ

か
な

）や
プ

ラ
ン

ク
ト

ン

な
ど

多
く
の

生
物

（せ
い

ぶ
つ

）が

富
士

山
（
ふ

じ
さ

ん
）
が

見
（み

）
え

ま
す

関
東

（
か

ん
と

う
）
富

士
見

（ふ
じ

み
）１

０
０

景

に
選

（え
ら

）ば
れ

ま
し

た
。

と
お

く
離

（
は

な
）

れ
た

こ
の

地
（
ち

）か
ら

み
れ

る
の

は
フ

ォ
ッ

サ
マ

グ
ナ

断
層

帯
（
だ

ん
そ

う
た

い
）が

続

（つ
づ

）い
て

い
る

た
め

で
す

。

昔
（む

か
し

）
の

釜
口

水
門

コ
ー

ス
Ｂ

コ
ー

ス
Ａ

石
彫

公
園

（
せ

き
ち

ょ
う

こ
う

え
ん

）

１
９

７
８

年
の

「国
際

彫
刻

（
こ

く
さ

い
ち

ょ
う

こ
く
）
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
に

参
加

（
さ

ん
か

）
さ

れ
た

世
界

（
せ

か
い

）７
カ

国
の

彫
刻

家

（
ち

ょ
う

こ
く
か

）の
作

品
（
さ

く
ひ

ん
）
が

展

示
（
て

ん
じ

）
さ

れ
て

い
ま

す
。

羊
（ひ

つ
じ

）

の
ブ

ロ
ン

ズ
像

（ぞ
う

）は
下

諏
訪

町
出

身

の
大

和
作

内
（お

わ
さ

く
な

い
）
さ

ん
の

作

品
（
さ

く
ひ

ん
）
で

す
。

渋
（
し

ぶ
）
の

エ
ゴ

水
生

植
物

（
す

い
せ

い
し

ょ
く
ぶ

つ
）

が
た

く
さ

ん
生

（
は

）
え

て
い

ま
す

。

エ
ゴ

は
入

江
（い

り
え

）を
意

味
（い

み
）
し

て
い

ま
す

。

ジ
ョ

ギ
ン

グ
ロ

ー
ド

足
（あ

し
）に

優
（や

さ
）
し

い
舗

装
（
ほ

そ
う

）
が

さ
れ

て
い

ま
す

。

１
９

９
１

年
度

に
国

土
交

通
省

（
こ

く
ど

こ
う

つ
う

し
ょ

う
）「

郷
土

（ふ

る
さ

と
）
手

づ
く
り

賞
」を

頂
（
い

た

岡
谷

湖
畔

公
園

（
お

か
や

こ

は
ん

こ
う

え
ん

)

岡
谷

市
出

身
（し

ゅ
っ

し
ん

）

小
口

太
郎

（お
ぐ

ち
た

ろ
う

）

作
（
つ

く
）っ

た
「
琵

琶
湖

就

航
(び

わ
こ

し
ゅ

う
こ

う
）の

歌
」
の

歌
碑

（
か

ひ
）が

あ
り

横
河

川
（
よ

こ
か

わ
が

わ
）

白
鳥

（
は

く
ち

ょ
う

）の
飛

来
地

（
ひ

ら
い

ち
）
と

し
て

ゆ
う

め
い

で
す

。
現

在
（
げ

ん

ざ
い

）
あ

た
ら

し
い

橋
（は

し
）の

工
事

（こ
う

じ
）を

し
て

い
ま

す
。

２
０

１
２

年
度

砥
川

（
と

が
わ

）
市

街
地

（
し

が
い

ち
）を

中
心

（ち
ゅ

う
し

ん
）

に
河

川
改

修
（か

せ
ん

か
い

し
ゅ

う
）工

事
（
こ

う
じ

）が
す

す
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
諏

訪
湖

漁
業

組
合

（
ぎ

ょ
ぎ

ょ
う

く
み

あ
い

）が
河

口
（
か

こ
う

）の
砂

地
（す

な
ち

）
を

い
か

し
て

，
し

お
ひ

が
り

が
で

き
る

よ
う

シ
ジ

ミ
の

放
流

（ほ
う

り
ゅ

う
）を

お
こ

な
っ

て
い

ま
す

。

武
井

田
川

水
門

（
た

け
い

だ
が

わ
す

い
も

ん
）

２
０

１
０

年
度

に
完

成
（か

ん
せ

い
）
し

た
水

門
で

す
。

諏
訪

湖
の

水
位

（
す

い
い

）
が

上
が

り
逆

流
（ぎ

ゃ
く
り

ゅ

う
）
が

発
生

（
は

っ
せ

い
）
し

た
と

き
に

閉
（
し

）
め

ら
れ

ま
す

。

諏
訪

湖
の

水
質

（
す

い
し

つ
）

諏
訪

湖
の

浄
化

（
じ

ょ
う

か
）に

対
す

る

地
域

（
ち

い
き

）の
み

な
さ

ま
の

努
力

（
ど

り
ょ

く
）
で

諏
訪

湖
の

水
質

が
よ

く
な

っ
て

い
ま

す
。

２
０

１
０

年
度

は
、

特
に

化
学

的

酸
素

要
求

量
（か

が
く
て

き
さ

ん
そ

よ
う

き
ゅ

う
り

ょ
う

）：
C

O
D

が
４

．
０

と
水

質
保

全
計

画
（
す

い
し

つ
ほ

ぜ
ん

け
い

か
く
）
の

目
標

値
（
も

く
ひ

ょ
う

ち
）４

．
６

を
大

き
く
ク

最
近
（
さ
い
き
ん
）
の
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス

出
発
点

諏
訪
湖
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ク

ク
リ

ー
ン

レ
イ

ク
諏

訪
（
す

わ
）

下
水

道
（
げ

す
い

ど
う

）終
末

処
理

場
（
し

ゅ

う
ま

つ
し

ょ
り

じ
ょ

う
）で

す
、

２
０

０
９

年
に

焼

却
炉

（し
ょ

う
き

ゃ
く
ろ

）の
灰

（
は

い
）の

中

か
ら

金
（き

ん
）
を

回
収

（か
い

し
ゅ

う
）し

話

題
（
わ

だ
い

）と
な

り
ま

し
た

。
屋

上
（
お

く

じ
ょ

う
）
を

利
用

（り
よ

う
）し

た
太

陽
光

発
電

（た
い

よ
う

こ
う

は
つ

で
ん

）の
は

な
し

も
あ

り

天
竜

川

諏
訪

湖
博

物
館

（
す

わ
こ

は
く
ぶ

つ
か

ん
）

赤
彦

記
念

館
（あ

か
ひ

こ
き

ね
ん

か
ん

）
も

併
設

（へ
い

せ
つ

）
さ

れ
て

い
ま

す
。

県
指

定
文

化
財

（
け

ん
し

て
い

ぶ
ん

か
ざ

い
）ま

る
た

舟
（ふ

ね
）

や
諏

訪
湖

独
特

（
ど

く
と

く
）の

漁
具

（
ぎ

ょ
ぐ

）
な

ど
が

展
示

（
て

ん
じ

）
さ

れ
て

い
ま

す
。

諏
訪

市
（
す

わ
し

）

市
の

花
ア

ヤ
メ

、
ニ

ッ
コ

ウ

キ
ス

ゲ
市

の
木

き
は

だ
、

か
り

ん

下
諏

訪
町

（
し

も
す

わ
ま

ち
）

町
の

花
つ

つ
じ

町
の

木
さ

く
ら

岡
谷

市
（
お

か
や

し
）

市
の

花
つ

つ
じ

市
の

木
い

ち
い

湖
底

（
こ

て
い

）
に

眠
（
ね

む
）
る

曽

根
遺

跡
（
そ

ね
い

せ
き

）

明
治

末
期

（め
い

じ
ま

っ
き

）に
大

量
の

土
器

片
石

器
類

（
ど

き
へ

ん

せ
っ

き
る

い
）
が

発
見

（は
っ

け
ん

）

さ
れ

ま
し

た
。

諏
訪

湖
の

し
ゅ

ん
せ

つ
も

こ
の

エ
リ

ア
は

避
（さ

）
け

ま
し

た
。

水
辺

整
備

（
み

ず
べ

せ
い

び
）

諏
訪

湖
の

ま
わ

り
を

テ
ー

マ
を

き

め
て

水
辺

整
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

２
０

１
２

年
度

は
こ

の
区

間
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

２
０

１
２

年
５

月
３

日
の

よ
て

い

か
い

か
い

式
（
8
:3

0
）

↓
し

ゅ
っ

ぱ
つ

(9
:0

0
)

↓
A

,コ
ー

ス
と

け
い

回
り

8
.1

ｋ
ｍ

Ｂ
コ

ー
ス

と
け

い
ぎ

ゃ
く
回

り
7
.9

ｋ
ｍ

↓
お

か
や

こ
は

ん
こ

う
え

ん
ひ

る
ご

は
ん

↓
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
1
2
:0

0
）

釜
口

水
門

か
ん

り
棟

2
階

↓
か

い
さ

ん
（
1
3
:3

0
）

↓
ゆ

う
ら

ん
せ

ん
に

の
り

ま
す

(1
4
：
10

)
↓

し
ゅ

っ
ぱ

つ
て

ん
に

も
ど

り
ま

す
（
14

:3
0）

乗
船

釜
口

水
門

管
理

棟
（か

ま
ぐ

ち
す

い

も
ん

か
ん

り
と

う
）

2代
目

（
に

だ
い

め
）
現

釜
口

水
門

が

１
９

８
８

年
に

完
成

し
ま

し
た

。

こ
こ

か
ら

天
竜

川
（て

ん
り

ゅ
う

が
わ

）

が
始

（
は

じ
）
ま

り
ま

す
。

太
平

洋
（
た

い
へ

い
よ

う
）
ま

で
延

長
（
え

ん
ち

ょ

横
河

川
河

口
（
か

こ
う

）
の

ハ
ク

チ
ョ

ウ

Ｎ

記
念

植
樹

（き
ね

ん

し
ょ

く
じ

ゅ
）

20
周

年
を

記
念

し
て

植
樹

を
し

ま
し

た
。

ヤ

マ
ボ

ウ
シ

と
リ

ン
ゴ

の

木
で

す
。

果
実

（
か

じ

つ
）が

な
る

木
で

す
の

で
楽

（
た

の
）
し

み
で

す
。

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
の

実

消
波

堤
（
し

ょ
う

は
て

い
）

躯
体

（く
た

い
）に

は
発

砲
（
は

っ
ぽ

う
）

ス
チ

ロ
ー

ル
が

使
用

（
し

よ
う

）さ
れ

浮

諏
訪

湖
ふ

れ
あ

い
渚

（な
ぎ

さ
）

１
９

９
６

年
7月

2
0日

、
海

（
う

み
）
の

日
に

「日
本

の
渚

百
選

（な
ぎ

さ

ひ
ゃ

く
せ

ん
）」

に
選

（え
ら

）
ば

れ

ま
し

た
。

ヒ
シ

の
花

距
離

標
（
き

ょ
り

ひ
ょ

う
）

諏
訪

湖
の

ま
わ

り
に

設
置

（せ
っ

ち
）
さ

れ
て

い
ま

す
。

め
ざ

す
と

こ
ろ

ま
で

の
距

離

（き
ょ

り
）が

わ
か

り
ま

す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
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諏訪湖に関するできごと

西暦 平成回 神渡
り できごと

1990 2 1
・諏訪湖 間欠泉センターオープン。
・建設省（現国土交通省）から「多自然型川づくり実施要領」が出された

1991 3 2 ○
・ 第２回「日独環境まちづくりセミナー」開催
・諏訪湖ジョギングロードが国土交通省「郷土手作り賞」を受賞

1992 4 3
・御柱祭り
・諏訪湖では平成４年までに新釜口水門、及び湖岸堤がほぼ完成し、その貯水能力は飛躍的に向上
・第２期諏訪湖水質保全計画（平成４年度～平成8年度）

1993 5 4

・第３回「日独環境まちづくりセミナー」開催
・第２期諏訪湖に係る湖沼水質保全計画（Ｈ4～Ｈ8）を策定
・「諏訪湖エコロジーフェスティバル」を開催
・河川再生事業として高浜、渋崎の人工なぎさ完成

1994 6 5

・釜口水門噴水オープン
・諏訪環境まちづくり懇談会主催で、湖周バス運行開始
・「水辺整備のマスタープラン」を策定
・湖沼特定事業場に係る窒素、リンの汚濁負荷量規制基準を設定
・諏訪湖水域に係る上乗せ排水基準を策定（窒素、リン）

1995 7 6
・「諏訪湖の水辺整備のマスタープラン」を基本に河川再生事業を本格着手
・下水道高度処理開始平成

1996 8 7
・国、県、市町村で諏訪湖及び天竜川上流部水環境懇談会を設立
・第１回「マリンスポーツカーニバルイン諏訪湖」開催
・諏訪湖ふれあい渚が「日本の渚百選」に選ばれた

1997 9 8 ・第3期諏訪湖水質保全計画（平成９年度～平成１３年度）

1998 10 9 ○
・御柱祭り　長野冬季オリンピック
・下水道溶融結晶化施設竣工

1999 11 10 ・諏訪湖の巨大うなぎ～すわ湖太郎を探せ！！～ 平成11年4月3日～6月30日

2000 12 11 ・「よみがえれ諏訪湖」を合言葉に「諏訪湖で泳ごう」イベントを開催→平成17年度まで

2001 13 12 ・第４回「日独環境まちづくりセミナー」・第１回「湖沼浄化シンポジウム in 諏訪」開催

2002 14 13

・ブラックバス駆除 33万尾
・第11回「国際河川湖沼環境シンポジウム」・第２回「湖沼浄化シンポジウム in 諏訪」開催
・諏訪湖アダプトプログラムが始まる
・第４期諏訪湖水質保全計画（平成14年度～平成18年度）
・第１回　諏訪圏工業メッセ2002開催

2003 15 14 ○ ・諏訪湖の浚渫は15年度以降中止

2004 16 15 ○
・御柱祭り
・下水道処理場全処理水について高度処理対応となった

2005 17 16 ・文化イベント「諏訪の長い夜」開催

2006 18 17 ○
・7月19日諏訪湖周辺で土砂災害や浸水被害　諏訪湖周辺では約558ヘクタールが浸水して、2,541棟が
　床上、床下浸水、JR中央本線や国道20号が約37時間にわたって全面通行止めとなった

2007 19 18
・第５期諏訪湖水質保全計画（平成19年度～平成23年度）
・諏訪湖クラブ発足

2008 20 19 ○
・諏訪湖水陸両用バス試運転
・諏訪湖浄化等推進協議会発足 八幡諏訪建設事務所長会長

2009 21 20
・溶融結晶化炉飛灰より金の回収20ｋｇ売却益４千万円　国土交通省大臣表彰受ける
・下水道供用開始30周年記念式典
・諏訪湖一周・・道標16基が設置される

2010 22 21

・御柱祭り
・中央道諏訪湖サービスエリアが昨年「恋人の聖地」に選定
・諏訪湖漁業協同組合は、諏訪湖でとれた鮒を米の発酵を利用して鮨にし、販売することにした
・「自然の浄化力を活用した新たな水質改善手法」　国土交通省作成
・武井田川、鴨池川河口に水門完成

2011 23 22
・諏訪湖周まちじゅう芸術祭　諏訪湖周に点在 する16の美術館・博物館を軸に。
・諏訪湖水質ＣＯＤが4.0と目標値4.6を下まわる

2012 24 23 ○

・第６期諏訪湖水質保全計画（平成24年度～平成28年度）
・昭和３年（1928）に建てられた諏訪市の片倉館がこのほど重要文化財へ答申された
・冬季期間、諏訪湖ではキレイなイルミネーションが設置
・諏訪湖環境改善行動会議が発足
・横河川白鳥橋　Ｌ＝35.6ｍ　Ｗ＝5.5ｍ　竣工；平成24年12月

2013 25 24 ○
・オリジナル フレーム切手「諏訪湖の花火」の販売開始
・諏訪湖のひし刈り取り船による除去作業を始める
・クリーンレイク諏訪の太陽光発電開始　1.000ｋｗｈ

2014 26 25 ・元気な地域へ情報発信「すわまちクラブ」胎動 6
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長い間ありがとうございました 

窪田 治平氏（諏訪市）撮影 
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新緑の街路樹の影が芸術的に写りました 
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